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★ 編 集 部 よ り  

5 月 に 入 り 東 京 で は 初 夏 の 訪 れ を 感 じ る 季 節 と な り ま し た 。 今 年 の ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク の

総 旅 行 者 数 は 前 年 を や や 上 回 る 見 込 み で あ り 、 そ の 特 徴 は 近 場 ・ 短 期 間 で 平 均 旅 行 費 用 は

前 年 よ り 低 下 し 、 物 価 高 の 中 で も 費 用 を 抑 え つ つ 楽 し む と い う 傾 向 だ っ た よ う で す が 、 皆

様 は 如 何 で し た で し ょ う か ？  

さ て 、 今 月 号 で は 国 際 銅 ・ 鉛 亜 鉛 ・ ニ ッ ケ ル 研 究 会 の 春 季 総 会 報 告 に お い て 各 メ タ ル 需

給 や 市 場 の 動 き に つ い て 記 載 し て お り ま す の で 是 非 ご 一 読 下 さ い 。  

ま た 、 2 0 2 6 年 度 全 国 鉱 山 ・ 製 錬 所 現 場 担 当 者 会 議 が 6 月 1 0 ～ 1 2 日 に 開 催 さ れ ま す 。  

非 鉄 金 属 製 錬 会 社 の 様 々 な 開 発 、 改 善 等 の 発 表 が 予 定 さ れ て お り ま す の で 、 ご 関 心 の あ

る 方 は 会 議 と 現 場 見 学 会 へ の 参 加 登 録 を お 願 い し ま す 。  

 

（ 図 書 室 の ご 案 内 ）  

 主 に 資 源 関 係 の 図 書 （ 論 文 、 学 術 書 、 法 規 、 統 計 、 定 期 刊 行 物 等 ） を 過 去 か ら 継 続 し て 幅 広

く 収 集 、 蔵 書 と し て お り 、 資 源 関 係 者 は 勿 論 、 多 く の 方 々 に 閲 覧 ・ 貸 出 し し て い ま す 。  

尚 、 閲 覧 ・ 貸 出 し は 予 約 制 と し て お り ま す の で 、 希 望 さ れ る 方 は 事 前 に ご 連 絡 お 願 い 致 し ま す 。  

  場  所 ： 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 3 丁 目 1 7 番 1 1 号 （ 榮 葉 ビ ル 6 階 ）  

  問 合 せ ： （ 一 財 ） 日 本 鉱 業 振 興 会   E - m a i l ： k o z a n @ k o g y o - k y o k a i . g r . j p（ 担 当 ： 五 十 嵐 、 富 田 ）  
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2 0 2 6 年 国 際 非 鉄 研 究 会 春 季 総 会 参 加 報 告  
 

 

日 本 鉱 業 協 会  企 画 調 査 部  髙 橋  浩 二  

 

1 ． 国 際 非 鉄 研 究 会 春 季 総 会 概 要  

2 0 2 6 年 4 月 2 0 日 （ 月 ） か ら 2 3 日 （ 木 ） に か

け て 、 国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会 （ I N S G ） 、 国 際 鉛 亜 鉛

研 究 会 （ I L Z S G ） 、 国 際 銅 研 究 会 （ I C S G ） の 春 季

総 会 が 、 本 部 所 在 地 で あ る ポ ル ト ガ ル 共 和 国 リ

ス ボ ン に お い て 連 続 的 に 開 催 さ れ た 。  

各 研 究 会 の 春 季 総 会 の 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル は 、

下 記 表 1 の 通 り 、 従 前 と 同 様 の 構 成 や 時 間 配 分

で あ り 、 個 別 に プ レ ス リ リ ー ス を 出 し て 、 2 0 2 5

年 の 需 給 実 績 お よ び 2 0 2 6 年 を 主 と し た 需 給 予 測

を 公 表 し た 。 こ れ ら の プ レ ス リ リ ー ス は 、 本 誌

新 着 情 報 に 順 次 掲 載 済 で あ る 。  

 

表 1  国 際 非 鉄 研 究 会 2 0 2 5 年 春 季 総 会 全 体 ス ケ ジ ュ

ー ル  

開 催 地 ： ポ ル ト ガ ル 共 和 国 リ ス ボ ン  

開 催 日 程 ：  

4 月 2 0 日 （ 月 ）  

1 4 : 3 0  –  1 7 : 3 0   I N S G 統 計 委 員 会  

1 7 : 3 0  –  1 8 : 3 0    I N S G 懇 親 会  

4 月 2 1 日 （ 火 ）  

9 : 3 0  –  1 2 . 0 0   I N S G イ ン ダ ス ト リ ー ・ ア ド バ

イ ザ リ ー ・ パ ネ ル （ 産 業 界 関

係 者 に よ る 事 業 状 況 、 市 場 動

向 討 議 ）  

1 4 : 0 0  –  1 6 : 0 0  I N S G 環 境 ・ 経 済 委 員 会  

1 6 : 0 0  –  1 7 : 0 0  I N S G 常 任 委 員 会 （ 政 府 関 係 者

の み 、 人 事 ・ 予 算 他 討 議 ）  

4 月 2 2 日 （ 水 ）  

9 : 0 0  –  1 1 : 3 0   I L Z S G 統 計 委 員 会 、 環 境 ・ 経 済

委 員 会  

1 1 : 3 0  –  1 2 : 3 0   I L Z S G 常 任 委 員 会 （ 政 府 関 係

者 の み 、 人 事 ・ 予 算 他 討 議 ）  

1 4 : 0 0  –  1 7 : 3 0  国 際 非 鉄 研 究 会 合 同 講 演 会  

1 9 : 3 0  –  2 1 : 3 0  国 際 非 鉄 研 究 会 合 同 懇 親 会  

4 月 2 3 日 （ 木 ）  

9 : 0 0  –  1 1 : 3 0  I C S G 統 計 委 員 会  

1 1 : 3 0  –  1 3 : 3 0  I C S G イ ン ダ ス ト リ ー ・ ア ド バ

イ ザ リ ー ・ パ ネ ル （ 産 業 界 関

係 者 に よ る 事 業 状 況 、 市 場 動

向 討 議 ）  

1 4 : 3 0  –  1 6 : 0 0  I C S G 環 境 ・ 経 済 委 員 会  

1 6 : 3 0  –  1 7 : 3 0  I C S G 常 任 委 員 会 （ 政 府 関 係 者

の み 、 人 事 ・ 予 算 他 討 議 ）  

 

2 ． 国 際 非 鉄 研 究 会 の 概 略 と 経 緯  

国 際 非 鉄 研 究 会 は 、 国 際 銅 研 究 会 （ I C S G ） 、 国

際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） 、 国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会

（ I N S G ） を ま と め て 表 現 す る 場 合 の 通 称 で 、 こ

れ ら 3 研 究 会 は 、 い ず れ も 国 連 の U N C T A D （ 国 際

連 合 貿 易 開 発 会 議 ） と 連 携 す る 前 提 で 個 々 に 設

政 策 動 向  国 際 情 報  
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立 さ れ た 独 立 の 政 府 系 国 際 機 関 で あ る 。 こ れ ら

研 究 会 の 設 立 の 目 的 は ① 各 国 か ら 信 頼 で き る 需

給 ・ 在 庫 ・ 生 産 ・ 消 費 デ ー タ を 集 約 し 、 国 際 市

場 の 透 明 性 の 向 上 を 図 る 。 ② 短 期 ・ 中 長 期 の 需

給 バ ラ ン ス 分 析 や 技 術 動 向 （ 例 ： E V 、 リ サ イ ク

ル ） や 政 策 影 響 の 評 価 を 通 じ 、 市 場 分 析 と 将 来

見 通 し を 提 供 す る 。 ③  加 盟 国 政 府 や 業 界 関 係 者

が 集 ま り 、 国 際 的 な 政 策 対 話 の 場 を 提 供 す る こ

と な ど が 上 げ ら れ る 。  

設 立 時 期 は 、 国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） が 最

も 古 く 、 1 9 5 9 年 。 そ の 後 、 国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会

（ I N S G ） が 1 9 9 0 年 に 設 立 さ れ 、 続 い て 国 際 銅 研

究 会 （ I C S G ） が 1 9 9 2 年 に 設 立 さ れ た 。 当 初 は 、

本 部 所 在 地 や 組 織 は 独 立 し て い た が 、 2 0 0 6 年 に

本 部 所 在 地 を リ ス ボ ン に 集 約 し 、 事 務 局 長 を 3

研 究 会 兼 務 と す る な ど 、 運 営 を 効 率 化 し 、 現 在

に 至 っ て い る 。 日 本 国 政 府 は 、 国 際 社 会 に お け

る 地 位 向 上 と 国 際 協 調 を 目 的 と し て 3 研 究 会 に

加 入 、 毎 回 の 総 会 に 政 府 代 表 や 企 業 代 表 が 複 数

名 参 加 す る な ど 、 積 極 的 に 関 与 し 続 け て い る 。

当 協 会 も 、 各 研 究 会 の 設 立 時 か ら 業 界 代 表 と し

て 政 府 活 動 を 支 援 し 、 所 要 の 統 計 整 理 と 研 究 会

へ の 報 告 業 務 な ど を 政 府 代 理 と し て 遂 行 し て い

る 。 ま た 、 年 2 回 の 総 会 に は 理 事 ま た は 担 当 者

が 出 席 し 、 情 報 収 集 や 人 的 交 流 の 拡 大 に 努 め て

い る 。  

な お 、 各 非 鉄 研 究 会 で は 本 年 お よ び 2 0 2 6 年 （ 銅

は 2 0 2 7 年 ま で ） の 需 給 予 測 を 作 成 し た が 、 本 年

2 月 末 に 勃 発 し た イ ラ ン ・ 中 東 情 勢 の 緊 迫 化 に よ

る 需 給 へ の 影 響 は 予 測 値 を 集 計 し た 本 年 2 - 3 月

時 点 で は 見 通 せ ず 、 集 計 デ ー タ に 反 映 さ れ て い

な い 。  

 

3 ． 国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会 （ I N S G ） 春 季 総 会  

国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会 春 季 総 会 は 、 4 月 2 0 日 午

後 か ら 4 月 2 1 日 に か け て 開 催 さ れ た 。 ニ ッ ケ ル

研 究 会 春 季 総 会 で は 統 計 委 員 会 、 イ ン ダ ス ト リ

ー ・ ア ド バ イ ザ リ ー ・ パ ネ ル （ 産 業 関 係 者 討 議 ） 、

環 境 ・ 経 済 委 員 会 お よ び 常 任 委 員 会 が 行 わ れ た 。

こ の う ち 常 任 委 員 会 は 、 政 府 代 表 者 の み に よ る

会 合 で 予 決 算 、 人 事 、 加 入 脱 退 な ど の 組 織 運 営

事 項 を 討 議 す る が 、 当 方 の 職 掌 外 で あ る 。 3 つ の

委 員 会 と 1 つ の パ ネ ル か ら 成 る 構 成 は 3 研 究 会

に 共 通 し た 区 分 で あ り 、 そ れ ぞ れ の テ ー マ に 精

通 し た 政 府 な ら び に 業 界 専 門 家 が 出 席 す る こ と

が 前 提 の 議 事 運 営 で あ る 。 2 0 2 6 年 の 各 会 議 場 は

い ず れ も 研 究 会 本 部 が 入 居 す る ビ ル の 1 階 会 議

室 で あ り 、 ど の 会 議 で も 事 務 局 長 以 下 3  -  4 名

の ス タ ッ フ と 5 0 名 前 後 の 各 国 参 加 者 が 集 ま っ た 。

日 本 か ら の 参 加 者 は 、 政 府 代 表 を 務 め る J O G M E C

（ 独 立 行 政 法 人 エ ネ ル ギ ー ・ 金 属 鉱 物 資 源 機 構 ）

か ら 2 名 、 非 鉄 製 錬 メ ー カ ー 、 商 社 お よ び 当 方

な ど の 非 政 府 関 係 者 の 合 計 6 名 が 出 席 し た 。  

統 計 委 員 会 で は ニ ッ ケ ル 鉱 石 生 産 と 地 金 生 産

の 主 要 国 で あ る イ ン ド ネ シ ア と 地 金 の 生 産 と 消

費 の 主 要 国 で あ る 中 国 の 予 測 値 に つ い て の 議 論

が 活 発 に 行 わ れ た 。 イ ン ド ネ シ ア に お け る 資 源

ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 高 ま り や 鉱 山 に 対 す る 抑 制 的

な 生 産 量 の 割 当 、 中 国 系 地 金 生 産 者 の 生 産 ト ラ

ブ ル な ど が あ る こ と 、 ま た 中 国 の 今 後 の 経 済 動

向 の 見 通 し が 不 透 明 で あ り 、 需 給 予 測 は 慎 重 に

議 論 さ れ た 。  

世 界 の 新 産 ニ ッ ケ ル 生 産 は 、 2 0 2 5 年 は 前 年 比

8 . 1 ％ 増 の 3 8 8 万 ト ン 、 2 0 2 6 年 は 4 . 5 ％ 減 の 3 7 2

万 ト ン と 見 込 ま れ る 。 2 0 2 5 年 は イ ン ド ネ シ ア で

 

I N S G  で の 講 演  
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の 増 加 が 主 な 要 因 で 、 2 0 2 6 年 の 減 少 は イ ン ド ネ

シ ア 政 府 に よ る 生 産 抑 制 策 が 主 な 要 因 。 新 産 ニ

ッ ケ ル 消 費 量 は 、 2 0 2 5 年 は 前 年 比 3 . 0 ％ 増 の 3 6 0

万 ト ン で 主 に イ ン ド 、 イ ン ド ネ シ ア 、 中 国 で の

増 加 が 寄 与 、 2 0 2 6 年 は イ ン ド ネ シ ア の 増 加 を 要

因 と し て 前 年 比 4 . 2 ％ 増 の 3 7 5 万 ト ン と そ れ ぞ れ

予 測 さ れ 、 結 果 、 世 界 の ニ ッ ケ ル 需 要 バ ラ ン ス

は 2 0 2 5 年 が 2 8 万 ト ン の 余 剰 、 2 0 2 6 年 が 3 万 ト

ン の 不 足 と 予 測 さ れ た 。  

I N S G は 、 ニ ッ ケ ル 需 要 は 今 後 ス テ ン レ ス 向 け

と E V 用 の リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 向 け に 成 長 が 続 く

と 予 測 、 中 で も 新 た な 三 元 系 正 極 材 前 駆 体 （ p C A M ）

向 け の 需 要 の 大 き な 伸 び を 見 込 ん で い る 。 世 界

の 総 需 要 量 は 2 0 2 6 年 の 3 7 5 万 ト ン が 2 0 3 0 年 に

は 更 に 1 0 0 万 ト ン 追 加 さ れ 4 7 5 万 ト ン に 達 す る

と の 予 測 が 示 さ れ た 。  

中 国 非 鉄 金 属 工 業 協 会 よ り 、 中 国 に お け る ニ

ッ ケ ル 産 業 の 現 状 に つ い て の 発 表 が あ っ た 。 中  国

の ニ ッ ケ ル 消 費 量 は 約 2 4 0 万 ト ン と 全 世 界 の

6 5 ％ を 占 め て い る が 、 ニ ッ ケ ル 原 料 の 8 4 ％ を 輸

入 に 依 存 し て お り 、 な か で も イ ン ド ネ シ ア か ら

の 輸 入 が 4 9 ％ に 達 し て い る 。 近 年 イ ン ド ネ シ ア

政 府 は ニ ッ ケ ル 産 業 に お け る 資 源 保 護 や 高 付 加

価 値 化 を 目 指 し て お り 、 採 掘 許 可 量 の 抑 制 や 新

規 の M H P（ 混 合 水 酸 化 物 沈 殿 物 、 電 池 用 部 材 の 中

間 物 ） の プ ロ ジ ェ ク ト の 中 止 が 発 表 さ れ て い る 。

ま た 、 ニ ッ ケ ル の 生 産 で 使 用 さ れ る 硫 酸 の 原 料

で あ る 硫 黄 は 7 5 - 8 0 ％ が 中 東 か ら イ ン ド ネ シ ア

に 輸 出 さ れ て お り 、 2 月 末 に 始 ま っ た 中 東 危 機 の

結 果 、 硫 黄 の 入 手 難 に よ り 硫 酸 生 産 も 減 少 し て

お り 、 加 え て ニ ッ ケ ル 鉱 品 位 の 低 下 な ど 、 イ ン

ド ネ シ ア の ニ ッ ケ ル 事 業 を 取 り 巻 く 問 題 に つ い

て の 説 明 が あ っ た 。 中 国 が ニ ッ ケ ル 原 料 を 依 存

し て い る イ ン ド ネ シ ア の 状 況 を 同 国 が 大 き な 関

心 を 持 っ て 注 視 し て い る こ と が 印 象 的 で あ っ た 。  

 

4 ． 国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） 春 季 総 会  

総 会 の 詳 細 は 別 掲 の 鉛 亜 鉛 需 要 開 発 セ ン タ ー

中 村 譲 セ ン タ ー 長 補 佐 作 成 「 国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会

（ I L Z S G ） 2 0 2 6 年 春 季 会 議 参 加 報 告 」 を ご 参 照 願

う 。  

国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 は 秋 季 総 会 が メ イ ン の た め

春 季 総 会 は 要 点 の み を 確 認 す る 議 事 運 営 で 4 月

2 2 日 午 前 の 半 日 開 催 で あ っ た 。 出 席 者 は 、 事 務

局 長 以 下 の ス タ ッ フ を 含 め て 約 3 0 名 で あ っ た 。

日 本 か ら は 政 府 代 表 （ J O G M E C ） を 含 め て 5 名 が

参 加 し た 。  

決 定 さ れ た 2 0 2 5 年 と 2 0 2 6 年 の 世 界 の 鉛 と 亜

鉛 の 需 給 予 測 最 終 案 は 下 記 の 通 り 。  

世 界 の 鉛 地 金 生 産 は 2 0 2 5 年 は 前 年 比 1 . 8 ％ 増

の 1 , 3 6 5 万 ト ン で 欧 州 、 米 国 、 中 国 を 除 く ア ジ

ア で 増 加 、 2 0 2 6 年 は 前 年 比 1 . 3 ％ 増 の 1 , 3 8 3 万

ト ン で 主 に 中 国 、 イ ン ド 、 日 本 、 カ ザ フ ス タ ン 、

ブ ラ ジ ル で の 増 加 に よ る も の 。 世 界 の 鉛 地 金 消

費 は 2 0 2 5 年 は 1 , 3 5 8 万 ト ン で 前 年 比 1 . 7 ％ 増 、

欧 州 、 米 国 、 中 国 を 除 く ア ジ ア で の 増 加 が 主 な

要 因 。 2 0 2 6 年 は 前 年 比 1 . 1 ％ 増 の 1 , 3 7 2 万 ト ン

の 見 通 し 。 主 に 米 国 、 欧 州 、 ブ ラ ジ ル 、 イ ン ド

な ど で の 増 加 が 見 込 ま れ て い る 。 結 果 、 鉛 需 給

バ ラ ン ス は 2 0 2 5 年 が 約 8 万 ト ン の 余 剰 、 2 0 2 6 年

も 余 剰 量 が 1 1 万 ト ン に 達 す る と 予 測 し て い る 。  

世 界 亜 鉛 地 金 生 産 は 、 2 0 2 5 年 は 1 , 3 7 9 万 ト ン

で 前 年 比 1 . 7 ％ の 増 加 、 2 0 2 6 年 に は 1 . 4 ％ 増 加 し 、

1 , 3 9 9 万 ト ン に な る と 予 測 し て い る 。 中 国 、 欧 州

で の 生 産 増 が 寄 与 。 世 界 の 亜 鉛 地 金 消 費 は 2 0 2 5

年 は 前 年 比 1 . 5 ％ 増 の 1 , 3 8 3 万 ト ン 、 2 0 2 6 年 は

1 . 3 ％ 増 加 し 、 1 , 4 0 0 万 ト ン に 達 す る と 予 測 さ れ

て い る 。 欧 州 、 米 国 、 中 国 、 ア ジ ア で の 増 加 が
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見 込 ま れ て い る 。 結 果 、 世 界 の 亜 鉛 需 給 バ ラ ン

ス は 2 0 2 5 年 は 4 万 ト ン の 不 足 、 2 0 2 6 年 は 2 万 ト

ン の 余 剰 と 予 測 さ れ た 。  

同 日 午 後 に 3 国 際 非 鉄 研 究 会 合 同 の セ ミ ナ ー

が 「 鉱 業 、 製 錬 の た め の エ ネ ル ギ ー 」 を テ ー マ

に 開 催 さ れ た 。 中 国 E N F I （ 中 国 恩 菲 工 程 技 術 有

限 公 司 ） よ り 、 中 国 に お け る 非 鉄 産 業 の 成 長 の

現 状 と A I 等 の 最 新 技 術 に よ り エ ネ ル ギ ー 消 費 量

削 減 に 成 功 し て い る こ と 、 J O G M E C よ り 日 本 に と

っ て 海 外 依 存 の 大 き い エ ネ ル ギ ー の 安 定 供 給 は

最 重 要 課 題 で あ り 多 く の 施 策 を 実 行 し て い る こ

と な ど に つ い て 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン が あ っ た 。  

 

5 ． 国 際 銅 研 究 会 （ I C S G ） 春 季 総 会  

国 際 銅 研 究 会 （ I C S G ） 春 季 総 会 は 4 月 2 3 日 に

行 わ れ た 。 出 席 者 は 、 事 務 局 長 以 下 の ス タ ッ フ

を 含 め 約 4 0 名 で あ っ た 。 日 本 か ら は 政 府 代 表

（ J O G M E C ） を 含 め 4 名 が 参 加 し た 。  

銅 の 需 給 予 測 は ニ ッ ケ ル 、 鉛 、 亜 鉛 と 異 な り 、

本 年 2 0 2 6 年 に 加 え 来 年 の 2 0 2 7 年 ま で が 対 象 と

さ れ て い る 。 事 務 局 側 が あ ら か じ め 準 備 し た 原

案 に 対 し て 参 加 者 と の 質 疑 応 答 、 修 正 を 経 て 最

終 案 を 決 定 し た 。  

世 界 の 銅 地 金 生 産 量 は 、 2 0 2 5 年 は 前 年 比 4 . 5 ％

増 の 2 , 8 6 6 万 ト ン 、 2 0 2 6 年 は 0 . 4 ％ 増 の 2 , 8 7 6

万 ト ン 、 2 0 2 7 年 は 3 . 0 ％ 増 の 2 , 9 6 1 万 ト ン 、 と

予 測 さ れ た 。 主 に 中 国 、 ア セ ア ン 地 域 で 増 加 し 、

鉱 石 生 産 量 の 増 加 （ 回 復 ） に よ る 増 産 や ス ク ラ

ッ プ 出 の 増 加 を 見 込 ん で い る 。  

世 界 の 銅 地 金 見 掛 け 消 費 量 は 、 2 0 2 5 年 は 前 年

比 2 . 8 ％ 増 の 2 , 8 2 0 万 ト ン 、 2 0 2 6 年 は 1 . 6 ％ 増 の

2 , 8 6 6 万 ト ン 、 2 0 2 7 年 は 2 . 0 ％ 増 の 2 , 9 2 4 万 ト ン

と 見 込 ん で お り 、 主 に 中 国 や ア セ ア ン 地 域 で 増

加 し 、 エ ネ ル ギ ー 転 換 ・ デ ジ タ ル 化 ・ E V 向 け な

ど 、 継 続 的 な 需 要 増 加 に よ る も の 。  

世 界 の 需 給 バ ラ ン ス は 2 0 2 5 年 が 5 1 万 ト ン の

余 剰 、 2 0 2 6 年 が 1 0 万 ト ン の 余 剰 、 2 0 2 7 年 が 3 8

万 ト ン の 余 剰 と 予 測 さ れ た 。  

ま た 、 I C S G よ り 世 界 の リ サ イ ク ル 原 料 の 使 用

比 率 に つ い て 2 0 2 4 年 実 績 を ベ ー ス に 発 表 が あ っ

た 。 世 界 の リ サ イ ク ル 原 料 の 使 用 量 は 1 1 . 2 百 万

ト ン で 全 生 産 量 の 3 3 . 0 ％ を 占 め た が 、 2 0 2 0 年 以

降 、 ほ ぼ 同 様 の 比 率 が 続 い て い る 。 地 域 別 で は

南 ア ジ ア （ イ ン ド ） が 5 3 ％ と 最 も 高 い 使 用 比 率

で 、 次 い で 欧 州 ・ 中 央 ア ジ ア が 4 8 ％ 。 一 方 、 中

東 ・ 北 ア フ リ カ が 2 1 ％ と 最 も 低 く 、 次 い で 東 ア

ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 2 9 ％ と な っ て い る 。 リ サ イ

ク ル 回 収 シ ス テ ム の 整 備 状 況 や 市 場 で 要 求 さ れ

る 銅 製 品 の 品 質 に よ る 差 が 各 地 域 で の 使 用 比 率

に 影 響 し て い る と 思 わ れ る 。  

な お 、 次 回 の 総 会 （ 秋 季 総 会 ） は 1 0 月 1 2 日

の 週 に 同 じ リ ス ボ ン で 開 催 の 予 定 。  
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2 0 2 6 年 国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 春 季 総 会 参 加 報 告  
 

 

日 本 鉱 業 協 会  鉛 亜 鉛 需 要 開 発 セ ン タ ー  中 村  譲  

 

1 ． は じ め に  

国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） は 1 9 5 9 年 に 発 足

し 、 ポ ル ト ガ ル ・ リ ス ボ ン に 本 部 を 置 く 鉛 ・ 亜

鉛 に 関 す る 国 際 統 計 ・ 需 給 分 析 機 関 で あ る 。 鉱

山 生 産 、 製 錬 、 貿 易 動 向 等 に 関 す る デ ー タ 整 備

お よ び 市 場 分 析 を 主 要 業 務 と し て い る 。  

本 部 所 在 地 に つ い て は 、 欧 州 に お け る 海 上 物

流 ・ 資 源 貿 易 の 結 節 性 に 加 え 、 設 立 当 時 の 国 際

機 関 誘 致 政 策 お よ び 中 立 的 運 営 環 境 の 確 保 と い

っ た 背 景 に よ り 、 リ ス ボ ン が 選 定 さ れ た 経 緯 を

有 す る 。  

2 0 2 6 年 4 月 2 2 日 、 リ ス ボ ン に て 2 0 2 6 年 春 季

会 議 が 開 催 さ れ 、 鉛 ・ 亜 鉛 の 需 給 見 通 し 、 統 計 、

貿 易 政 策 、 業 界 動 向 等 に つ い て 報 告 お よ び 意 見

交 換 が 行 わ れ た 。 ま た 同 日 に J o i n t S t u d y G r o u p s ’ 

S e m i n a r と し て 副 産 物 ・ 共 産 物 研 究 お よ び 関 連 す

る 技 術 ・ 制 度 動 向 に 関 す る 議 論 が 実 施 さ れ た 。  

本 会 議 に は 各 国 政 府 、 業 界 団 体 、 企 業 、 研 究

機 関 関 係 者 が 参 加 し 、 2 0 2 6 年 需 給 見 通 し に 関 す

る I L Z S G の 公 式 見 解 が 確 認 さ れ た 。  

 

2 ． 鉛 市 場 見 通 し （ 2 0 2 6 年 ）  

鉛 市 場 は 2 0 2 6 年 も 供 給 過 剰 構 造 が 継 続 す る 見

通 し で あ る 。 L M E 在 庫 は 2 0 2 6 年 3 月 末 時 点 で 約

2 7 . 4 万 ト ン と 高 水 準 に あ り 、 価 格 は 約 1 , 9 3 3 ド

ル / ト ン （ 2 0 2 6 年 4 月 時 点 ） で 推 移 し て い る 。  

需 要 は 世 界 全 体 で 前 年 比 ＋ 1 . 1 ％ （ 約 1 , 3 7 2 万

ト ン ） と さ れ る が 、 地 域 差 が 大 き い 。 中 国 で は

N E V 普 及 に 伴 う 鉛 蓄 電 池 需 要 の 減 少 に よ り ▲

0 . 7 ％ 、 欧 州 は ＋ 0 . 8 ％ 、 米 国 は ＋ 3 . 1 ％ の 増 加 が

見 込 ま れ る 。  

供 給 は 鉱 山 生 産 ＋ 1 . 2 ％ 、 地 金 生 産 ＋ 1 . 3 ％ と

増 加 し 、 特 に イ ン ド に お け る リ サ イ ク ル 制 度 整

備 が 地 金 供 給 増 に 寄 与 し て い る 。  

結 果 と し て 、 2 0 2 6 年 は 約 1 0 . 9 万 ト ン の 供 給 過

剰 が 見 込 ま れ る 。  

 

3 ． 亜 鉛 市 場 見 通 し （ 2 0 2 6 年 ）  

亜 鉛 市 場 は 概 ね 均 衡 圏 に あ る が 、 地 域 差 が 拡

大 し て い る 。 価 格 は 前 年 比 約 3 5 ％ 上 昇 し 、 在 庫

は 調 整 局 面 か ら 正 常 化 に 向 か い つ つ あ る 。  

需 要 は 世 界 全 体 で ＋ 1 . 3 ％ （ 約 1 , 4 0 0 万 ト ン ）

で あ り 、 中 国 ＋ 1 . 8 ％ 、 欧 州 ＋ 1 . 1 ％ 、 米 国 ＋ 1 . 4 ％

の 増 加 が 見 込 ま れ る 。  

供 給 は 鉱 山 生 産 ＋ 0 . 3 ％ 、 地 金 生 産 ＋ 1 . 4 ％ と

小 幅 増 に と ど ま り 、 2 0 2 6 年 は 約 1 . 9 万 ト ン の 供

給 不 足 と な る 見 通 し で あ る 。  

ま た 、 中 東 情 勢 、 特 に ホ ル ム ズ 海 峡 周 辺 の 地

政 学 リ ス ク は 、 エ ネ ル ギ ー お よ び 物 流 コ ス ト を

通 じ て 製 錬 コ ス ト へ 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し て 指

摘 さ れ た 。  

 

4 ． 貿 易 政 策 動 向  

貿 易 政 策 は 概 ね 現 行 構 造 （ 原 料 低 関 税 ・ 加 工

品 高 関 税 ） が 維 持 さ れ て い る 。 一 部 地 域 で は 政

策 調 整 が 継 続 し て お り 、 米 国 に お い て 追 加 関 税

措 置 が 実 施 さ れ て い る が 、 世 界 全 体 と し て の 制

度 変 更 は 限 定 的 で あ る 。 こ れ ら は 金 属 フ ロ ー お

よ び 地 域 間 取 引 に 対 す る 不 確 実 性 要 因 と し て 位

置 付 け ら れ る 。  

 

5 ． 業 界 動 向 （ I Z A 報 告 含 む ）  

脱 炭 素 化 の 進 展 に 伴 い 、 亜 鉛 の 産 業 上 の 重 要

性 が 拡 大 し て い る 。 特 に 製 錬 プ ロ セ ス に お け る

政 策 動 向  国 際 情 報  
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低 炭 素 電 力 の 重 要 性 が 増 し て お り 、 リ サ イ ク ル

お よ び リ メ ル ト の 比 重 が 上 昇 し て い る 。 副 産 物

回 収 の 高 度 化 も 資 源 効 率 向 上 の 観 点 か ら 重 要 課

題 と さ れ る 。  

ま た 、 自 動 車 分 野 を 中 心 に 電 動 化 が 進 展 し て

お り 、 中 長 期 的 に 亜 鉛 需 要 の 増 加 が 見 込 ま れ る 。  

 

6 ． 副 産 物 ・ 共 産 物 共 同 研 究 お よ び 技 術 ・ 制 度 動

向  

J o i n t  S t u d y  G r o u p s ’  S e m i n a r で は 副 産 物 ・

共 産 物 に 関 す る 共 同 研 究 計 画 、 鉱 業 財 政 制 度 、

E S G 統 合 お よ び 製 錬 技 術 に 関 す る 議 論 が 行 わ れ

た 。  

副 産 物 研 究 で は 、 銅 ・ 鉛 ・ 亜 鉛 ・ ニ ッ ケ ル 生

産 に 伴 う 副 産 物 （ 銀 、 金 、 イ ン ジ ウ ム 、 コ バ ル

ト 等 ） に つ い て 、 供 給 構 造 、 回 収 率 、 経 済 性 お

よ び 環 境 影 響 の 定 量 評 価 手 法 が 提 示 さ れ た 。 こ

れ ら は 電 池 ・ 半 導 体 等 の 戦 略 分 野 に 関 連 す る 一

方 、 主 金 属 生 産 依 存 構 造 が 供 給 制 約 要 因 と な る

点 が 指 摘 さ れ た 。  

鉱 業 財 政 制 度 お よ び E S G 統 合 で は 、 税 制 の 安

定 性 お よ び 制 度 の 予 見 可 能 性 が 投 資 判 断 に 影 響

す る 点 が 再 確 認 さ れ た 。 利 益 連 動 型 制 度 や 減 価

償 却 加 速 等 に よ る イ ン セ ン テ ィ ブ 設 計 の 有 効 性

が 議 論 さ れ た 。  

製 錬 分 野 で は 、 熱 回 収 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

利 用 、 A I 活 用 等 に よ る 効 率 化 事 例 が 示 さ れ 、 技

術 革 新 と 政 策 支 援 の 連 動 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ た 。  

 

7 ． 本 会 議 の 決 定 事 項  

2 0 2 6 年 需 給 見 通 し は I L Z S G 公 式 見 解 と し て 承

認 さ れ た 。 ま た 、 副 産 物 研 究 お よ び E S G 関 連 調

査 に つ い て 外 部 委 託 に よ る 競 争 入 札 の 実 施 が 決

定 さ れ た 。  

次 回 会 合 は 2 0 2 6 年 1 0 月 に 開 催 予 定 で あ り 、

需 給 見 通 し の 再 評 価 が 行 わ れ る 。  

 

8 ． 所 感  

本 会 議 で は 、 2 0 2 6 年 に お け る 鉛 ・ 亜 鉛 市 場 の

需 給 見 通 し が 提 示 さ れ 、 鉛 市 場 は 供 給 過 剰 、 亜

鉛 市 場 は 概 ね 均 衡 と い う 構 図 が 改 め て 確 認 さ れ

た 。  

一 方 で 、 精 鉱 供 給 制 約 、 エ ネ ル ギ ー コ ス ト 上

昇 、 地 政 学 リ ス ク （ 特 に ホ ル ム ズ 海 峡 周 辺 情 勢 ）

と い っ た 要 因 が 、 引 き 続 き 市 場 構 造 に 影 響 を 与

え る 主 要 因 と し て 位 置 付 け ら れ る 。 ま た 、 副 産

物 資 源 の 戦 略 的 重 要 性 の 高 ま り 、 E S G ・ 脱 炭 素 化

を 軸 と し た 制 度 ・ 技 術 変 化 の 進 展 に よ り 、 非 鉄

金 属 産 業 は 単 な る 需 給 分 析 に 留 ま ら ず 、 エ ネ ル

ギ ー ・ 環 境 ・ 政 策 を 統 合 的 に 捉 え る 段 階 へ 移 行

し て い る と 考 え ら れ る 。  

以 上 よ り 、 本 会 議 は 2 0 2 6 年 見 通 し の 確 認 に 加

え 、 構 造 的 課 題 お よ び 中 長 期 的 論 点 の 整 理 を 行

う 場 で あ っ た と 総 括 さ れ る 。  

 

    

写 真 1  I L Z S G プ レ ゼ ン 風 景          写 真 2  J o i n t  G r o u p s ’ S e m i n a r プ レ ゼ ン 風 景  
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国 際 銅 研 究 会 （ I C S G ） 2 0 2 6 年 4 月 プ レ ス リ リ ー ス  
 

 

日 本 鉱 業 協 会  企 画 調 査 部  

 

国 際 銅 研 究 グ ル ー プ （ I C S G ） は 、 4 月 2 3 日 （  現

地 時 間 ） に ポ ル ト ガ ル の リ ス ボ ン で 2 0 2 6 年 春 季

総 会 を 開 催 し 、 世 界 の 主 要 な 銅 生 産 国 お よ び 消

費 国 の 政 府 代 表 と 業 界 ア ド バ イ ザ ー が 参 加 、 世

界 の 銅 需 給 状 況 に つ い て 議 論 、 4 月 2 3 日 付 に て

下 記 内 容 の プ レ ス リ リ ー ス が 発 表 さ れ た 。  

 

1 ． 2 0 2 6 年 と 2 0 2 7 年 の 世 界 の 銅 需 給 予 測 （ 別 添 表

参 照 ）  

1 ） 銅 鉱 石 生 産  

世 界 の 銅 鉱 石 生 産 量 は 、 2 0 2 6 年 に 対 前 年 比

1 . 6 ％ 増 加 し 、 2 0 2 7 年 に は 2 . 3 ％ の 増 加 が 見 込 ま

れ る 。  

2 0 2 6 年 の 世 界 の 鉱 山 生 産 量 は 、 I C S G が 2 0 2 5

年 1 0 月 に 予 測 し た 前 年 比 2 . 3 ％ 増 か ら 1 . 6 ％ 増

に 下 方 修 正 さ れ た 。 こ れ は 主 に 、 コ ン ゴ 民 主 共

和 国 、 チ リ 、 イ ン ド ネ シ ア の 増 加 率 の 下 方 修 正

を 反 映 し た も の 。 グ ラ ス ベ ル グ 鉱 山 と カ モ ア 鉱

山 は 、 2 0 2 5 年 に 発 生 し た 重 大 な 事 故 の 影 響 で 引

き 続 き 低 調 な 生 産 量 と な っ て い る 。  

世 界 的 な 生 産 量 の 増 加 は 要 因 に 、 オ ユ ・ ト ル

ゴ イ 鉱 山 （ モ ン ゴ ル ） と マ ル ミ ズ 鉱 山 （ ロ シ ア ）

で の 増 産 、 ジ ュ ロ ン 鉱 山 （ 中 国 ） と ア ル マ リ ク

鉱 山 （ ウ ズ ベ キ ス タ ン ） の 拡 張 、 コ ブ レ ・ パ ナ

マ で の 備 蓄 鉱 石 の 処 理 、 お よ び い く つ か の 鉱 山

に お け る 前 年 の 低 調 な 生 産 量 か ら の 回 復 が 見 込

ま れ る こ と に よ る も の 。  

2 0 2 7 年 に は 対 前 年 比 2 . 3 ％ と い う よ り 高 い 成

長 率 が 予 測 さ れ て お り 、 こ れ は 多 く の 国 に お け

る 新 規 ／ 拡 張 さ れ た 生 産 能 力 の 継 続 的 な 増 加 、

チ リ と ザ ン ビ ア の 生 産 量 の 改 善 の 見 込 み 、 イ ン

ド ネ シ ア と コ ン ゴ 民 主 共 和 国 の 稼 働 率 の 回 復 が

寄 与 し て い る 。  

2 0 2 6 年 、 2 0 2 7 年 の 両 年 と も 、 特 に ア ン ゴ ラ 、

ボ ツ ワ ナ 、 ブ ラ ジ ル 、 コ ン ゴ 民 主 共 和 国 、 エ ク

ア ド ル 、 エ リ ト リ ア 、 フ ィ リ ピ ン 、 ギ リ シ ャ 、

モ ン ゴ ル 、 ト ル コ 、 米 国 に お け る 小 規 模 な 拡 張

や 中 小 規 模 鉱 山 の 操 業 開 始 が 、 世 界 的 な 生 産 量

の 増 加 に 貢 献 す る と 見 込 ま れ て い る 。  

 

2 ） 銅 地 金 生 産  

世 界 の 銅 地 金 生 産 量 は 、 2 0 2 6 年 に 対 前 年 比

0 . 4 ％ 増 加 す る と 予 測 さ れ て い る 。 新 規 設 備 や 生

産 能 力 の 増 強 に よ り S X ‑E W お よ び 二 次 （ ス ク ラ ッ

プ 由 来 ） 生 産 量 は 引 き 続 き 増 加 す る が 、 一 次 電

解 精 製 生 産 量 の 増 加 は 精 鉱 の 供 給 が 限 ら れ て い

る た め 制 限 さ れ る と 予 測 さ れ る 。  

2 0 2 7 年 は 、 精 鉱 の 供 給 状 況 の 改 善 と S X ‑E W お

よ び 二 次 生 産 能 力 の 拡 張 計 画 の 結 果 と し て 、 世

界 の 銅 地 金 生 産 量 は 3 ％ 増 加 す る と 予 測 さ れ て

政 策 動 向  国 際 情 報  
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い る 。 一 次 精 製 生 産 量 は 2 . 3 ％ 増 加 の 予 測 で あ る

一 方 、 二 次 精 製 生 産 量 （ ス ク ラ ッ プ 由 来 ） は 5 . 7 ％

の 増 加 が 予 測 さ れ て い る 。  

 

3 ） 銅 地 金 消 費  

中 東 紛 争 を め ぐ る 不 確 実 性 お よ び 貿 易 フ ロ ー

の 混 乱 に よ り 、 世 界 経 済 の 成 長 見 通 し が 悪 化 し

銅 需 要 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が 高 い こ と を 踏

ま え 、 精 製 銅 の 消 費 量 増 加 率 に つ い て I C S G の

2 0 2 5 年 1 0 月 予 測 か ら 下 方 修 正 し た 。  

2 0 2 6 年 の 世 界 の 精 製 銅 消 費 量 増 加 率 は 対 前 年

比 1 . 6 ％ （ 従 来 予 測 は 2 . 1 ％ ） と 予 測 し て お り 、

そ の 内 、 中 国 の 消 費 量 は 約 1 . 9 ％ 、 そ の 他 の 地 域

で は 1 . 3 ％ 増 加 す る と 見 込 ん で い る 。  

2 0 2 7 年 の 世 界 の 精 製 銅 消 費 量 は 2 ％ 増 加 す る

と 予 測 。 ア ジ ア は 引 き 続 き 世 界 的 な 成 長 の 主 な

原 動 力 で あ る が 、 他 の 主 要 な 銅 消 費 地 域 で の 需

要 は 、 特 に E U と 日 本 に お い て 低 迷 が 続 く と 見 込

ま れ る 。  

し か し な が ら 、 基 本 的 に は 、 銅 の 主 要 な 最 終

用 途 分 野 に お け る 製 造 活 動 の 改 善 、 エ ネ ル ギ ー

転 換 、 都 市 化 、 デ ジ タ ル 化 （ デ ー タ セ ン タ ー ）

か ら の 継 続 的 な 需 要 、 お よ び 他 の 多 く の 国 々 に

お け る 新 た な 半 製 品 生 産 能 力 の 開 発 に よ っ て 、

世 界 的 な 消 費 量 は 引 き 続 き 堅 調 に 推 移 す る と 予

測 さ れ る 。  

 

4 ） 世 界 の 銅 地 金 需 給 バ ラ ン ス  

世 界 の 銅 地 金 需 給 予 測 で は 、 2 0 2 6 年 に は 約 9

万 6 , 0 0 0 ト ン 、 2 0 2 7 年 に は 約 3 7 万 7 , 0 0 0 ト ン の

余 剰 が 見 込 ま れ る 。  

I C S G は 、 現 在 の 中 東 で の 紛 争 な ど 、 多 く の 要

因 に よ り 世 界 の 需 給 バ ラ ン ス が 予 測 と 異 な る 可

能 性 が あ る こ と を 認 識 し て お り 、 最 近 の 事 例 に

お い て も 、 予 期 せ ぬ 展 開 に よ り 、 実 際 の 需 給 バ

ラ ン ス の 結 果 が I C S G の 予 測 か ら 乖 離 し た 事 例 が

あ る こ と 留 意 頂 き た い 。  

I C S G は 、 世 界 需 給 バ ラ ン ス を 算 出 す る に あ た

り 、 中 国 の 見 か け の 需 要 計 算 を 使 用 し て お り 、

こ の 計 算 で は 、 報 告 さ れ て い な い 在 庫 （ 国 家 準

備 局 （ S R B ） 、 生 産 者 、 消 費 者 、 商 人 ／ ト レ ー ダ

ー 、 保 税 在 庫 ） の 変 動 は 考 慮 さ れ て い な い 。 こ

れ ら の 在 庫 は 、 在 庫 増 減 期 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ

し 、 世 界 の 需 給 バ ラ ン ス を 大 き く 変 動 さ せ る 可

能 性 が あ る 。 又 、 中 国 の 見 か け の 銅 需 要 は 、 報

告 さ れ た デ ー タ （ 生 産 量 ＋ 純 取 引 量 ± S H F E 在 庫

変 動 ） の み に 基 づ い て い る 。  

2 0 2 6 年 に つ い て は 、 約 9 万 6 , 0 0 0 ト ン の 供 給

過 剰 が 見 込 ま れ て お り 、 こ れ は 1 0 月 に 予 測 さ れ

た 1 5 万 ト ン の 供 給 不 足 と は 対 照 的 で あ る 。 こ の

供 給 過 剰 へ の 転 換 は 、 銅 の 消 費 量 が 以 前 の 予 測

を 下 回 っ た こ と 、 お よ び 二 次 精 製 銅 の 生 産 量 が

増 加 し た こ と に よ る も の 。  

又 、 2 0 2 7 年 に は 市 場 が 約 3 7 万 7 , 0 0 0 ト ン の 供

給 過 剰 に な る と 現 時 点 で は 予 測 し て い る 。  
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2 ． I C S G の 次 回 総 会 日 程  

2 0 2 6 年 1 0 月 に リ ス ボ ン で 開 催 予 定 。  

 

 

 

以  上  
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出 典 ： 国 際 銅 研 究 会 　 2 0 2 6  年 4  月 総 会 資 料 I C S G C o n fi d e nti al

I nt er n ati o n al C o p p er St u d y Gr o u p

St atisti c al C o m mitt e e - 6 7t h m e eti n g

T A B L E 1. W O R L D R E FI N E D C O P P E R U S A G E A N D S U P P L Y T R E N D S, 2 0 2 3 - 2 0 2 7
T H O U S A N D M E T RI C T O N N E S C O P P E R

I C S G/ S T A T 6 7/ 2 

2 3 A pril 2 0 2 6

2 0 2 3 % 2 0 2 4 % 2 0 2 5 % 2 0 2 6 % 2 0 2 7 %

p/ F or e c a st F or e c a st

W orl d Mi n e Pr o d u cti o n                                   

( E x cl. a dj u st m e nt s)
2 2, 3 7 0 2. 1 % 2 2, 9 8 1 2. 7 % 2 3, 1 9 7 0. 9 % 2 4, 2 4 9 4. 5 % 2 5, 8 3 0 6. 5 %

W orl d C o n c e ntr at e Pr o d u cti o n 1 7, 7 8 2 1. 0 % 1 8, 1 8 7 2. 3 % 1 8, 1 3 7 - 0. 3 % 1 9, 0 2 5 4. 9 % 2 0, 2 8 3 6. 6 %

W orl d C o n c e ntr at e Pr o d u cti o n 

( a dj u st e d 3/)
1 7, 7 8 2 1. 0 % 1 8, 1 8 7 2. 3 % 1 8, 1 3 7 - 0. 3 % 1 8, 4 8 4 1. 9 % 1 8, 9 2 7 2. 4 %

W orl d El e ctr o w o n Pr o d u cti o n 4, 5 8 8 6. 4 % 4, 7 9 4 4. 5 % 5, 0 6 0 5. 5 % 5, 2 2 4 3. 2 % 5, 5 4 6 6. 2 %

W orl d El e ctr o w o n Pr o d u cti o n ( a dj u st e d 

3/)
4, 5 8 8 6. 4 % 4, 7 9 4 4. 5 % 5, 0 6 0 5. 5 % 5, 0 7 5 0. 3 % 5, 1 7 6 2. 0 %

T ot al A dj u st m e nt s f or Mi n e Pr o d u cti o n 

3/
- 6 9 0 - 1, 7 2 7

W orl d Mi n e Pr o d u cti o n      ( a dj u st e d 3/) 2 2, 3 7 0 2. 1 % 2 2, 9 8 1 2. 7 % 2 3, 1 9 7 0. 9 % 2 3, 5 5 9 1. 6 % 2 4, 1 0 3 2. 3 %

Pri m ar y F e e d f or R efi n eri e s 1/ 1 7, 3 2 8 1 7, 7 0 9 1 7, 6 8 7 1 8, 0 0 2 1 8, 4 2 8

Pri m ar y R efi n e d Pr o d u cti o n ( e x cl 

E W)
1 7, 4 3 0 1 7, 9 1 7 1 8, 2 4 4 1 9, 5 3 0 2 0, 4 4 0

Diff er e n c e Pri m ar y R efi n e d Pr o d. - 

Pri m ar y F e e d
- 1 0 3 - 2 0 8 - 5 5 7 - 1, 5 2 8 - 2, 0 1 2

A c c u m ul at e d B al a n c e 7 1 8 5 1 0 - 4 8 - 1, 5 2 8 - 2, 0 1 2

Pri m ar y R efi n e d Pr o d u cti o n 2 2, 0 1 8 2 2, 7 1 1 2 3, 3 0 4 2 4, 7 5 4 2 5, 9 8 6

S e c o n d ar y R efi n e d Pr o d u cti o n 4, 4 8 9 8. 1 % 4, 7 0 6 4. 8 % 5, 3 5 1 1 3. 7 % 5, 6 8 3 6. 2 % 6, 0 1 0 5. 7 %

W orl d R efi n e d Pr o d u cti o n      ( E x cl. 

a dj u st m e nt s)
2 6, 5 0 8 4. 9 % 2 7, 4 1 7 3. 4 % 2 8, 6 5 6 4. 5 % 3 0, 4 3 7 6. 2 % 3 1, 9 9 6 5. 1 %

A dj u st m e nt f or Pri m ar y F e e d S h ort a g e - 1, 5 2 8 - 2, 0 1 2

A dj u st m e nt f or El e ctr o w o n - 1 4 9 - 3 7 1

Pri m ar y R efi n e d Pr o d u cti o n ( a dj u st e d) 2 2, 0 1 8 4. 2 % 2 2, 7 1 1 3. 1 % 2 3, 3 0 4 2. 6 % 2 3, 0 7 7 - 1. 0 % 2 3, 6 0 4 2. 3 %

W orl d R efi n e d Pr o d u cti o n ( a dj u st e d) 2 6, 5 0 8 4. 9 % 2 7, 4 1 7 3. 4 % 2 8, 6 5 6 4. 5 % 2 8, 7 6 0 0. 4 % 2 9, 6 1 3 3. 0 %

P er c e nt S cr a p i n T ot al R efi n e d 

Pr o d u cti o n
1 6. 9 % 1 7. 2 % 1 8. 7 % 1 9. 8 % 2 0. 3 %

W orl d U s a g e 2/ 2 6, 6 4 2 3. 0 % 2 7, 4 2 0 2. 9 % 2 8, 2 0 1 2. 8 % 2 8, 6 6 4 1. 6 % 2 9, 2 3 6 2. 0 %

W orl d R efi n e d B al a n c e - 1 3 4 - 3 4 5 5 9 6 3 7 7

W orl d R efi n e d B al a n c e A dj u st e d f or 

C hi n e s e B o n d e d St o c k s C h a n g e 5/ - 1 6 2 5 5 1 2

F o ur W e e k s of W orl d C o n s u m pti o n 2, 0 4 9 2, 1 0 9 2, 1 6 9 2, 2 0 5 2, 2 4 9

R e p ort e d St o c k s E n d of P eri o d 4/ 1, 2 1 5 1, 3 9 9 1, 7 7 6

R e p ort e d St o c k C h a n g e - 4 3 1 8 4 3 7 7

p/ pr eli mi n ar y d at a

1/  A s s u m e s a 9 7. 5 % c o p p er r e c o v er y r at e f or c o p p er c o nt e nt of c o n c e ntr at e a n d 3 w e e k s of w or ki n g st o c k s f or a dj u st m e nt of pi p eli n e c h a n g e s.

2/  A p p ar e nt c o n s u m pti o n i s u s e d f or t h e E ur o p e a n U ni o n i n st e a d of t h e a c c u m ul ati o n of t h e i n di vi d u al c o u ntri e s' c o n s u m pti o n

3/  F or F or e c a st y e ar s, all o w a n c e f or s u p pl y di sr u pti o n s i s b a s e d o n a v er a g e I C S G f or e c a st d e vi ati o n s f or pr e c e di n g 5 y e ar s

4/  R efi n e d st o c k s i n cl u d e t h o s e h el d i n t h e e x c h a n g e s, pr o d u c er s, c o n s u m er s, m er c h a nt s a n d g o v er n m e nt s

5/  E sti m at e d C hi n e s e b o n d e d st o c k c h a n g e s; a v er a g e d fr o m m ulti pl e s o ur c e s

F o r e c ast A p ril 2 0 2 6 - Fi n al P a g. 1 I C S G C o nfi d e nti al

不 許 複 製

出 典 ： 国 際 銅 研 究 会 2 0 2 6 年 4 月 総 会 資 料
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I C S G C o n fi d e nti al出 典 ： 国 際 銅 研 究 会 　 2 0 2 6  年 4  月 総 会 資 料

T A B L E 2. F O R E C A S T B Y R E GI O N

T h o us a n d m etri c t o ns c o p p er

I C S G/ S T A T 6 7/ 2 

2 3 A pril 2 0 2 6

R E GI O N S C O P P E R MI N E P R O D U C TI O N

(' 0 0 0 T C u) 2 0 2 4 2 0 2 5 2 0 2 6 2 0 2 7

(t) ( %) (t) ( %) (t) ( %) (t) ( %)

Afri c a 4, 1 3 9 4 7 5 1 3. 0 % 4, 4 9 0 3 5 1 8. 5 % 4, 5 8 9 9 9 2. 2 % 4, 9 4 9 3 5 9 7. 8 %

N. A m eri c a 2, 2 4 5 - 8 9 - 3. 8 % 2, 2 0 9 - 3 6 - 1. 6 % 2, 3 1 3 1 0 4 4. 7 % 2, 3 9 8 8 5 3. 7 %

L ati n A m eri c a 8, 7 5 5 - 1 0 7 - 1. 2 % 8, 7 6 1 5 0. 1 % 9, 1 0 1 3 4 0 3. 9 % 9, 5 0 4 4 0 4 4. 4 %

A s e a n- 1 0 1, 1 7 1 1 0 2 9. 5 % 7 4 6 - 4 2 5 - 3 6. 3 % 8 2 7 8 1 1 0. 9 % 1, 0 6 1 2 3 4 2 8. 2 %

A si a e x A s e a n/ CI S 2, 6 6 6 7 7 3. 0 % 2, 8 3 9 1 7 3 6. 5 % 3, 0 6 1 2 2 2 7. 8 % 3, 3 0 9 2 4 8 8. 1 %

A si a- CI S 9 8 2 1 0. 1 % 9 8 3 2 0. 2 % 1, 0 6 7 8 4 8. 5 % 1, 1 0 9 4 2 3. 9 %

E U + U K 7 6 3 3 0. 4 % 7 5 0 - 1 3 - 1. 7 % 7 6 8 1 8 2. 4 % 8 0 5 3 8 4. 9 %

E ur o p e Ot h er s 1, 4 0 8 1 5 5 1 2. 4 % 1, 5 8 7 1 8 0 1 2. 8 % 1, 7 4 7 1 5 9 1 0. 0 % 1, 8 1 2 6 6 3. 8 %

O c e a ni a 8 5 3 - 6 - 0. 7 % 8 3 2 - 2 1 - 2. 4 % 7 7 6 - 5 6 - 6. 7 % 8 8 3 1 0 7 1 3. 7 %

W O R L D 2 2, 9 8 1 6 1 1 2. 7 % 2 3, 1 9 7 2 1 6 0. 9 % 2 4, 2 4 9 1, 0 5 1 4. 5 % 2 5, 8 3 0 1, 5 8 1 6. 5 %

W O R L D ( A dj u st e d) 2 2, 9 8 1 6 1 1 2. 7 % 2 3, 1 9 7 2 1 6 0. 9 % 2 3, 5 5 9 3 6 2 1. 6 % 2 4, 1 0 3 5 4 3 2. 3 %

R E GI O N S R E FI N E D C O P P E R P R O D U C TI O N

(' 0 0 0 T C u) 2 0 2 4 2 0 2 5 2 0 2 6 2 0 2 7

(t) ( %) (t) ( %) (t) ( %) (t) ( %)

Afri c a 2, 7 6 5 3 5 6 1 4. 8 % 3, 1 2 4 3 6 0 1 3. 0 % 3, 2 3 5 1 1 1 3. 6 % 3, 4 6 7 2 3 1 7. 1 %

N. A m eri c a 1, 6 1 1 3 6 2. 3 % 1, 6 0 4 - 7 - 0. 5 % 1, 7 0 1 9 7 6. 1 % 1, 7 2 1 2 0 1. 2 %

L ati n A m eri c a 2, 3 6 4 - 1 5 0 - 6. 0 % 2, 1 2 9 - 2 3 6 - 1 0. 0 % 2, 2 8 1 1 5 2 7. 2 % 2, 4 3 0 1 4 9 6. 5 %

A s e a n- 1 0 5 9 5 1 3 4 2 9. 0 % 5 0 0 - 9 5 - 1 5. 9 % 6 8 6 1 8 6 3 7. 2 % 1, 0 4 2 3 5 6 5 1. 8 %

A si a e x A s e a n/ CI S 1 5, 4 9 9 5 9 3 4. 0 % 1 6, 6 7 7 1, 1 7 8 7. 6 % 1 7, 6 8 0 1, 0 0 3 6. 0 % 1 8, 0 2 8 3 4 8 2. 0 %

A si a- CI S 5 0 7 8 1. 6 % 4 9 0 - 1 6 - 3. 2 % 5 0 1 1 1 2. 1 % 4 9 6 - 5 - 1. 0 %

E U + U K 2, 4 0 3 - 6 3 - 2. 6 % 2, 3 9 1 - 1 2 - 0. 5 % 2, 5 8 5 1 9 4 8. 1 % 2, 9 2 0 3 3 4 1 2. 9 %

E ur o p e Ot h er s 1, 2 4 1 7 0. 6 % 1, 2 8 6 4 5 3. 6 % 1, 3 3 0 4 4 3. 4 % 1, 4 3 2 1 0 2 7. 7 %

O c e a ni a 4 3 2 - 1 1 - 2. 4 % 4 5 4 2 2 5. 2 % 4 3 7 - 1 7 - 3. 8 % 4 6 1 2 4 5. 5 %

W O R L D 2 7, 4 1 7 9 0 9 3. 4 % 2 8, 6 5 6 1, 2 3 9 4. 5 % 3 0, 4 3 7 1, 7 8 1 6. 2 % 3 1, 9 9 6 1, 5 5 9 5. 1 %

A dj u st m e nt f or Pri m ar y F e e d S h ort a g e - 1, 5 2 8 - 2, 0 1 2

A dj u st m e nt f or El e ctr o w o n - 1 4 9 - 3 7 1

W O R L D ( A dj u st e d) 2 7, 4 1 7 9 0 9 3. 4 % 2 8, 6 5 6 1, 2 3 9 4. 5 % 2 8, 7 6 0 1 0 5 0. 4 % 2 9, 6 1 3 8 5 3 3. 0 %

R E GI O N S R E FI N E D C O P P E R U S A G E

(' 0 0 0 T C u) 2 0 2 4 2 0 2 5 2 0 2 6 2 0 2 7

(t) ( %) (t) ( %) (t) ( %) (t) ( %)

Afri c a 1 9 4 3 1. 8 % 1 9 3 0 - 0. 1 % 1 9 2 - 1 - 0. 6 % 1 7 3 - 1 9 - 1 0. 0 %

N. A m eri c a 2, 2 0 4 2 5 1. 1 % 2, 2 9 1 8 7 3. 9 % 2, 3 2 1 3 0 1. 3 % 2, 3 6 1 4 0 1. 7 %

L ati n A m eri c a 3 8 8 8 2. 0 % 3 9 1 2 0. 6 % 3 9 2 2 0. 4 % 3 9 6 4 1. 0 %

A s e a n- 1 0 a n d O c e a ni a 1, 1 8 8 4 0 3. 5 % 1, 2 3 5 4 8 4. 0 % 1, 2 6 1 2 6 2. 1 % 1, 3 2 4 6 3 5. 0 %

A si a e x A s e a n/ CI S 1 9, 5 0 7 7 2 6 3. 9 % 2 0, 1 2 0 6 1 2 3. 1 % 2 0, 4 6 9 3 4 9 1. 7 % 2 0, 9 0 7 4 3 9 2. 1 %

A si a- CI S 1 0 7 0. 0 0. 0 % 1 0 7 0. 0 0. 0 % 1 0 7 0. 0 0. 0 % 1 0 7 0 0. 0 %

E U + U K 2, 9 4 9 - 3 6 - 1. 2 % 2, 9 6 1 1 2 0. 4 % 2, 9 9 6 3 5 1. 2 % 3, 0 2 5 2 9 1. 0 %

E ur o p e Ot h er s 8 8 2 1 1 1. 3 % 9 0 3 2 1 2. 4 % 9 2 6 2 3 2. 5 % 9 4 2 1 7 1. 8 %

W O R L D 2 7, 4 2 0 7 7 8 2. 9 % 2 8, 2 0 1 7 8 1 2. 8 % 2 8, 6 6 4 4 6 3 1. 6 % 2 9, 2 3 6 5 7 2 2. 0 %

W O R L D e x- C hi n a 1 1, 4 4 0 2 5 4 2. 3 % 1 1, 6 0 4 1 6 5 1. 4 % 1 1, 7 5 2 1 4 7 1. 3 % 1 2, 1 3 6 3 8 4 3. 3 %

gr o wt h

gr o wt h

gr o wt h

gr o wt h gr o wt h gr o wt h

gr o wt h gr o wt h gr o wt h

gr o wt h gr o wt h gr o wt h

F o r e c a st A p ril 2 0 2 6 - Fi n al P a g. 2 I C S G c o nfi d e nti al
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T A B L E 3. F O R E C A S T B Y C O U N T R Y
T h o u s a n d m etri c t o n s c o p p er

I C S G/ S T A T 6 7/ 2 

2 3 A pril 2 0 2 6

C o u ntr y  Y e ar G D P

C o n c  S X- E W  T ot al  Y/ Y  S X- E W  P ri m ar y  S e c o n d ar y  T ot al  Y/ Y  T ot al  Y/ Y 3/

A n g ol a 2 0 2 4 5. 0 %

2 0 2 5 3. 1 %  R/ C

2 0 2 6 1 3 1 3 2. 3 %

2 0 2 7 2 6 2 6 2. 6 %

B ot s w a n a 2 0 2 4 9 8 9 8 - 3. 0 %

2 0 2 5 9 8 9 8 - 0. 2 % - 0. 9 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 0 9 1 0 9 1 0. 8 % 4. 7 %

2 0 2 7 1 2 0 1 2 0 1 0. 3 % 2. 2 %

C o n g o D R 2 0 2 4 5 7 0 2, 5 5 8 3, 1 2 8 1 4. 6 % 2, 5 5 8 2, 5 5 8 1 7. 7 % 4 6. 1 %

2 0 2 5 5 6 3 2, 8 4 7 3, 4 1 0 9. 0 % 2, 8 4 7 2, 8 4 7 1 1. 3 % 2 5. 7 %  R/ C, E

2 0 2 6 4 9 0 2, 9 0 6 3, 3 9 6 - 0. 4 % 2, 9 0 6 2, 9 0 6 2. 1 % 3 4 2. 2 % 5. 9 %

2 0 2 7 5 7 0 3, 0 5 0 3, 6 2 0 6. 6 % 3, 0 5 0 3, 0 5 0 5. 0 % 3 0. 0 % 5. 4 %

C o n g o R e p. 2 0 2 4 8 8 - 1 6. 5 % 8 8 - 1 6. 5 % 2. 1 %

2 0 2 5 7 7 - 0. 8 % 7 7 - 0. 8 % 2. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 7 7 7 7 2. 8 %

2 0 2 7 8 8 0. 0 % 8 8 0. 0 % 3. 2 %

E g y pt 2 0 2 4 4 4 1 3 2 - 0. 8 % 2. 4 %

2 0 2 5 4 4 1 3 3 1. 1 % 4. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 4 4 1 3 1 - 1. 9 % 4. 2 %

2 0 2 7 4 4 0 % 1 1 0 - 1 6. 0 % 4. 8 %

Eritr e a 2 0 2 4 1 9. 9 1 9. 9 1 3 %

2 0 2 5 2 3. 0 2 3. 0 1 5. 6 % R/ C, E

2 0 2 6 3 0. 9 3 0. 9 3 4. 3 %

2 0 2 7 4 5. 0 4 5. 0 4 5. 5 %

M a urit a ni a 2 0 2 4 1 7. 8 1 7. 8 3 6. 7 % 6. 3 %

2 0 2 5 1 4. 6 1 4. 6 - 1 7. 9 % 4. 2 %  R/ C

2 0 2 6 1. 5 1. 5 4. 4 %

2 0 2 7 0. 0 0. 0 4. 5 %

M or o c c o 2 0 2 4 2 7. 5 2 7. 5 - 1 3. 0 % 3. 8 %

2 0 2 5 3 1. 4 3 1. 4 1 4. 3 % 4. 9 %  E

2 0 2 6 4 0. 0 4 0. 0 2 7. 2 % 4. 9 %

2 0 2 7 4 0. 0 4 0. 0 0. 0 % 4. 5 %

N a mi bi a 2 0 2 4 3. 6 5. 6 9. 2 1 1 2 2 % 5. 6 5. 6 3. 7 %

2 0 2 5 0 1 4 1 4 5 4 % 1 4 1 4 2. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 1 5 1 6 1 1 % 1 5 1 5 7. 2 % 2. 4 %

2 0 2 7 1 0 1 5 2 5 5 9 % 1 5 1 5 0 % 2. 7 %

S o ut h Afri c a 2 0 2 4 5 3 5 3 6. 7 % 0 0 3 0 0. 4 % 0. 5 %

2 0 2 5 5 1 5 1 - 4. 5 % 0 0 3 0 0. 2 % 1. 1 %  R/ C, E

2 0 2 6 5 4 5 4 5. 5 % 0 0 3 0 0. 6 % 1. 0 %

2 0 2 7 6 5 6 5 2 0. 8 % 3 0 3 0 3 2 4. 9 % 1. 3 %

T a n z a ni a 2 0 2 4 1 0 1 0 5. 5 %

2 0 2 5 1 2 1 2 2 0. 3 % 5. 9 %  E

2 0 2 6 1 7 1 7 4 1. 3 % 5. 9 %

2 0 2 7 1 7 1 7 6. 1 %

Z a m bi a 2 0 2 4 6 4 4 1 1 1 7 5 5 5. 4 % 1 1 1 7 8 1 8 9 - 1 4. 5 % 1 7 1. 8 % 3. 8 %

2 0 2 5 6 7 7 1 3 8 8 1 5 7. 9 % 1 3 8 1 1 4 2 5 1 3 2. 7 % 1 8 1. 2 % 3. 8 %  R/ C, E

2 0 2 6 7 2 6 1 6 6 8 9 2 9. 5 % 1 6 6 1 3 7 3 0 3 2 0. 5 % 1 8 1. 1 % 4. 3 %

2 0 2 7 7 7 0 2 0 0 9 7 0 8. 7 % 2 0 0 1 6 0 3 6 0 1 8. 9 % 1 8 1. 1 % 4. 7 %

Zi m b a b w e 2 0 2 4 1 3 1 3 - 1 2. 0 % 8 0. 0 % 1. 7 %

2 0 2 5 1 3 1 3 4. 0 % 8 7. 5 %  E

2 0 2 6 1 3 1 3 8 0. 0 % 5. 0 %

2 0 2 7 1 3 1 3 0. 0 % 8 0. 0 % 4. 2 %

A F RI C A 1/ 2 0 2 4 1, 4 5 7 2, 6 8 2 4, 1 3 9 1 3. 0 % 2, 6 8 2 7 8 4 2, 7 6 5 1 4. 8 % 1 9 4 1. 8 % 4. 2 %

2 0 2 5 1, 4 8 4 3, 0 0 6 4, 4 9 0 8. 5 % 3, 0 0 6 1 1 4 4 3, 1 2 4 1 3. 0 % 1 9 3 - 0. 1 % 4. 5 %

2 0 2 6 1, 4 9 5 3, 0 9 4 4, 5 8 9 2. 2 % 3, 0 9 4 1 3 7 4 3, 2 3 5 3. 6 % 1 9 2 - 0. 6 % 4. 3 %

2 0 2 7 1, 6 7 6 3, 2 7 3 4, 9 4 9 7. 8 % 3, 2 7 3 1 9 0 4 3, 4 6 7 7. 1 % 1 7 3 - 1 0. 0 % 4. 4 %

C a n a d a 2 0 2 4 4 4 9 4 4 9 - 7. 4 % 2 8 9 3 5 3 2 4 2. 9 % 2 1 5 5. 3 % 2. 0 %

2 0 2 5 4 4 6 2 4 4 8 - 0. 2 % 2 2 8 7 3 5 3 2 4 0. 1 % 2 1 6 0. 3 % 1. 7 %  R/ C, E

2 0 2 6 4 6 6 3 4 6 9 4. 7 % 3 2 8 6 3 5 3 2 4 0. 1 % 2 1 6 0. 1 % 1. 5 %

2 0 2 7 5 1 0 3 5 1 3 9. 4 % 3 2 8 8 3 5 3 2 6 0. 5 % 2 1 6 0. 0 % 1. 9 %

M e xi c o 2 0 2 4 5 7 3 1 4 4 7 1 7 2. 6 % 1 4 4 2 1 7 5 3 6 6 - 3. 4 % 4 1 5 2. 5 % 1. 4 %

2 0 2 5 5 3 5 1 5 7 6 9 1 - 3. 6 % 1 5 7 2 2 8 5 3 8 9 6. 4 % 4 2 5 2. 4 % 0. 6 %  R/ C, E

2 0 2 6 5 6 4 1 6 0 7 2 4 4. 8 % 1 6 0 2 3 2 5 3 9 7 1. 8 % 4 3 0 1. 2 % 1. 6 %

2 0 2 7 5 9 0 1 5 5 7 4 5 2. 8 % 1 5 5 2 3 5 5 3 9 5 - 0. 4 % 4 6 0 7. 0 % 2. 2 %

U nit e d St at e s * 2 0 2 4 6 1 9 4 5 9 1, 0 7 9 - 6. 2 % 4 5 9 4 2 3 3 9 9 2 1 4. 5 % 1, 5 7 4 0. 3 % 2. 8 %

2 0 2 5 6 5 0 4 2 0 1, 0 7 0 - 0. 8 % 4 2 0 4 1 0 6 0 8 9 0 - 3. 4 % 1, 6 5 0 4. 8 % 2. 1 %  S

2 0 2 6 6 7 0 4 5 0 1, 1 2 0 4. 7 % 4 5 0 4 5 0 8 0 9 8 0 1 0. 1 % 1, 6 7 5 1. 5 % 2. 3 %

2 0 2 7 6 7 0 4 7 0 1, 1 4 0 1. 8 % 4 7 0 4 5 0 8 0 1, 0 0 0 2. 0 % 1, 6 8 5 0. 6 % 2. 1 %

N O R T H A M E RI C A 2 0 2 4 1, 6 4 1 6 0 3 2, 2 4 5 - 3. 8 % 6 0 3 9 2 9 7 9 1, 6 1 1 2. 3 % 2, 2 0 4 1. 1 %

2 0 2 5 1, 6 3 1 5 7 8 2, 2 0 9 - 1. 6 % 5 7 8 9 2 5 1 0 0 1, 6 0 4 - 0. 5 % 2, 2 9 1 3. 9 %

2 0 2 6 1, 7 0 0 6 1 3 2, 3 1 3 4. 7 % 6 1 3 9 6 8 1 2 0 1, 7 0 1 6. 1 % 2, 3 2 1 1. 3 %

2 0 2 7 1, 7 7 0 6 2 8 2, 3 9 8 3. 7 % 6 2 8 9 7 3 1 2 0 1, 7 2 1 1. 2 % 2, 3 6 1 1. 7 %

Ar g e nti n a 2 0 2 4 1 6 1 6 1 6. 0 0. 0 % - 1. 3 %

2 0 2 5 1 6 1 6 0. 0 % 1 6. 0 0. 0 % 4. 4 %  E

2 0 2 6 1 6 1 6 1 6. 0 0. 0 % 3. 5 %

2 0 2 7 1 6 1 6 0. 0 % 1 6. 0 0. 0 % 4. 0 %

D at a 

S o ur c e  4/

R efi n e d U s a g eR efi n e d P r o d u cti o nMi n e P r o d u cti o n

F or e c a st A pril 2 0 2 6 - Fi n al P a g. 3 I C S G C o nfi d e nti al
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T A B L E 3. F O R E C A S T B Y C O U N T R Y
T h o u s a n d m etri c t o n s c o p p er

I C S G/ S T A T 6 7/ 2 

2 3 A pril 2 0 2 6

C o u ntr y  Y e ar G D P

C o n c  S X- E W  T ot al  Y/ Y  S X- E W  P ri m ar y  S e c o n d ar y  T ot al  Y/ Y  T ot al  Y/ Y 3/

D at a 

S o ur c e  4/

R efi n e d U s a g eR efi n e d P r o d u cti o nMi n e P r o d u cti o n

B oli vi a 2 0 2 4 2. 9 2. 1 4. 9 2 7. 4 % 2. 1 2. 1 2 6. 0 % - 1. 1 %

2 0 2 5 4. 4 1. 6 6. 0 2 0. 7 % 1. 6 1. 6 - 2 4. 7 % - 1. 2 %  E

2 0 2 6 4. 4 3. 0 7. 4 2 4. 2 % 3. 0 3. 0 9 3. 0 % - 3. 3 %

2 0 2 7 4. 4 5. 0 9. 4 2 6. 8 % 5. 0 5. 0 6 6. 5 %

Br a zil 2 0 2 4 3 8 8 3 8 8 2. 1 % 1 1 0 1 1 4 0. 2 % 2 3 0 2. 7 % 3. 4 %

2 0 2 5 4 4 3 4 4 3 1 4. 0 % 4 7 1 1 5. 5 % 2 3 1 0. 6 % 2. 3 %  R/ C, E

2 0 2 6 4 4 9 4 4 9 1. 4 % 1 2 9 2 0 8 2. 1 % 2 3 8 3. 0 % 1. 9 %

2 0 2 7 4 7 5 4 7 5 5. 8 % 3 5 1 5 5 0 1 4 5. 6 % 2 4 8 4. 0 % 2. 0 %

C hil e * 2 0 2 4 4, 2 8 3 1, 2 2 3 5, 5 0 6 4. 9 % 1, 2 2 3 7 1 7 1, 9 4 0 - 6. 5 % 7 2 0. 7 % 2. 6 %

2 0 2 5 4, 2 7 5 1, 1 4 1 5, 4 1 5 - 1. 6 % 1, 1 4 1 6 0 2 1, 7 4 2 - 1 0. 2 % 7 2 - 0. 1 % 2. 3 %  S

2 0 2 6 4, 4 3 1 1, 1 8 2 5, 6 1 3 3. 7 % 1, 1 8 2 6 6 1 1, 8 4 3 5. 8 % 6 6 - 8. 5 % 2. 4 %

2 0 2 7 4, 7 1 5 1, 2 5 8 5, 9 7 3 6. 4 % 1, 2 5 8 7 0 3 1, 9 6 1 6. 4 % 6 0 - 9. 1 % 2. 6 %

C ol o m bi a 2 0 2 4 6. 2 6. 2 3. 2 % 1 0 1 0 1 0 0 % 1. 5 %

2 0 2 5 4. 2 4. 2 - 3 2. 5 % 1 0 1 0 1 0 0 % 2. 6 %  E

2 0 2 6 3. 9 3. 9 - 7 % 1 0 1 0 1 0 2. 3 %

2 0 2 7 2. 0 2. 0 - 4 8. 9 % 1 0 1 0 0. 0 % 1 0 0. 0 % 2. 5 %

D o mi ni c a n R e p. 2 0 2 4 1 2. 0 1 2. 0 2 3. 6 % 5. 0 %

2 0 2 5 1 2. 0 1 2. 0 0. 4 % 2. 1 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 2. 0 1 2. 0 0. 0 % 3. 7 %

2 0 2 7 1 2. 0 1 2. 0 0. 0 % 4. 4 %

E c u a d or 2 0 2 4 1 0 7 1 0 7 - 1 5. 1 % 3. 2 1 % - 1. 9 %

2 0 2 5 1 1 7 1 1 7 9. 0 % 3. 2 0 % 3. 7 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 5 0 1 5 0 2 8. 5 % 3. 2 2. 5 %

2 0 2 7 2 0 5 2 0 5 3 6. 8 % 3. 2 2. 5 %

P a n a m a 2 0 2 4 0 0 2. 7 %

2 0 2 5 0 0 4. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 7 0 7 0 3. 8 %

2 0 2 7 5 0 5 0 4. 5 %

P er u 2 0 2 4 2, 6 3 9 9 2 2, 7 3 1 - 0. 9 % 9 2 2 9 3 3 8 5 - 4. 5 % 5 6 1. 8 % 3. 5 %

2 0 2 5 2, 6 6 6 9 8 2, 7 6 4 1. 2 % 9 8 2 5 0 3 4 8 - 9. 8 % 5 7 1. 6 % 3. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 2, 6 9 7 9 8 2, 7 9 5 1. 1 % 9 8 2 9 0 3 8 9 1 1. 8 % 5 8 1. 1 % 2. 8 %

2 0 2 7 2, 6 8 0 9 8 2, 7 7 8 - 0. 6 % 9 8 2 9 0 3 8 8 - 0. 1 % 5 8 0. 9 % 2. 8 %

L A TI N A M E RI C A 2 0 2 4 7, 4 3 8 1, 3 1 7 8, 7 5 5 - 1. 2 % 1, 3 1 7 1, 0 1 1 3 6 2, 3 6 4 - 6. 0 % 3 8 8 2. 0 % 2. 4 %

2 0 2 5 7, 5 2 1 1, 2 4 0 8, 7 6 1 0. 1 % 1, 2 4 0 8 5 5 3 3 2, 1 2 9 - 1 0. 0 % 3 9 1 0. 6 % 2. 4 %

2 0 2 6 7, 8 1 7 1, 2 8 3 9, 1 0 1 3. 9 % 1, 2 8 3 9 6 3 3 5 2, 2 8 1 7. 2 % 3 9 2 0. 4 % 2. 3 %

2 0 2 7 8, 1 4 3 1, 3 6 1 9, 5 0 4 4. 4 % 1, 3 6 1 1, 0 2 8 4 1 2, 4 3 0 6. 5 % 3 9 6 1. 0 % 2. 7 %

I n d o n e si a 2 0 2 4 1, 0 2 5 1 4 1, 0 3 9 1 1. 2 % 1 4 3 3 5 3 4 9 5 4. 3 % 2 1 4 8. 1 % 5. 0 %

2 0 2 5 5 7 2 1 0 5 8 2 - 4 4. 0 % 1 0 3 4 9 3 5 9 2. 9 % 2 1 9 2. 3 % 5. 1 %  R/ C

2 0 2 6 6 5 8 5 6 6 3 1 3. 9 % 5 5 9 5 6 0 0 6 7. 2 % 2 1 1 - 3. 7 % 5. 0 %

2 0 2 7 9 0 0 2 9 0 2 3 6. 0 % 2 8 7 0 8 7 2 4 5. 2 % 2 2 2 5. 2 % 5. 1 %

L a o s 2 0 2 4 3 6 6 4 2 - 2 5. 0 % 6 6 - 6. 5 % 4. 3 %

2 0 2 5 2 7 1 0 3 7 - 1 2. 9 % 1 0 1 0 6 1. 6 % 4. 8 %  R/ C, E

2 0 2 6 2 4 1 0 3 4 - 8. 7 % 1 0 1 0 - 2. 2 % 4. 0 %

2 0 2 7 5 1 0 1 5 - 5 7 % 1 0 1 0 0. 0 % 4. 0 %

M al a y si a 2 0 2 4 2 8 4 1 1. 3 % 5. 1 %

2 0 2 5 3 0 0 5. 6 % 5. 2 %  R/ C

2 0 2 6 3 1 0 3. 3 % 4. 7 %

2 0 2 7 3 2 0 3. 2 % 4. 3 %

M y a n m ar 2 0 2 4 2 0 2 0 2 0 2 0 3. 0 - 1. 0 %

2 0 2 5 6 4 6 4 2 2 1. 0 % 6 4 6 4 2 2 1. 0 % 3. 0 0. 0 % - 2. 0 %  E

2 0 2 6 5 6 5 6 - 1 2. 8 % 5 6 5 6 - 1 2. 8 % 3. 0 0. 0 % 3. 0 %

2 0 2 7 6 0 6 0 7. 1 % 6 0 6 0 7. 1 % 3. 0 0. 0 % 3. 0 %

P hili p pi n e s 2 0 2 4 5 3 5 3 - 1 4. 3 % 1 9 9 1 9 9 - 4. 2 % 3 7. 8 1. 3 % 5. 7 %

2 0 2 5 4 6 4 6 - 1 3. 1 % 4 7 4 7 - 7 6. 6 % 3 8. 2 0. 9 % 4. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 5 8 5 8 2 5. 7 % 0 0 - 1 0 0. 0 % 3 9. 0 2. 2 % 4. 1 %

2 0 2 7 6 8 6 8 1 7. 2 % 8 0 8 0 3 9. 0 0. 0 % 5. 8 %

T h ail a n d 2 0 2 4 3 3 7 1. 8 % 2. 9 %

2 0 2 5 3 4 0 0. 9 % 2. 4 %  R/ C

2 0 2 6 3 4 2 0. 5 % 1. 5 %

2 0 2 7 3 5 5 3. 9 % 2. 1 %

Vi et n a m 2 0 2 4 1 6 1 6 2 0 2 0 3 1 2 - 3. 4 % 7. 0 %

2 0 2 5 1 6 1 6 0. 0 % 2 0 2 0 3 3 5 7. 4 % 8. 0 %  E, R/ C

2 0 2 6 1 6 1 6 2 0 2 0 3 5 7 6. 5 % 7. 1 %

2 0 2 7 1 6 1 6 0. 0 % 2 0 2 0 3 8 5 7. 9 % 6. 7 %

A S E A N - 1 0  2 0 2 4 1, 1 3 1 4 0 1, 1 7 1 9. 5 % 4 0 5 5 5 5 9 5 2 9. 0 % 1, 1 8 8 3. 5 %

2 0 2 5 6 6 1 8 4 7 4 6 - 3 6. 3 % 8 4 4 1 5 5 0 0 - 1 5. 9 % 1, 2 3 5 4. 0 %

2 0 2 6 7 5 6 7 1 8 2 7 1 0. 9 % 7 1 6 1 5 6 8 6 3 7. 2 % 1, 2 6 1 2. 1 %

2 0 2 7 9 8 9 7 2 1, 0 6 1 2 8. 2 % 7 2 9 7 0 1, 0 4 2 5 1. 8 % 1, 3 2 4 5. 0 %

B a hr ai n 2 0 2 4 1 0 0. 0 % 2. 9 %

2 0 2 5 1 0 0. 0 % 3. 1 %  E

2 0 2 6 9 - 6. 8 % - 0. 5 %

2 0 2 7 1 0 7. 3 % 4. 5 %

C hi n a 2 0 2 4 1, 7 7 3 6 5 1, 8 3 8 1. 1 % 6 5 9, 3 8 9 2, 9 8 5 1 2, 4 3 9 4. 1 % 1 5, 9 8 0 3. 4 % 5. 0 %

2 0 2 5 1, 7 9 0 6 5 1, 8 5 5 1. 0 % 6 5 9, 9 8 8 3, 5 7 0 1 3, 6 2 3 9. 5 % 1 6, 5 9 7 3. 9 % 5. 0 %  S, E

2 0 2 6 1, 9 5 0 7 0 2, 0 2 0 8. 9 % 7 0 1 0, 5 1 8 3, 7 6 3 1 4, 3 5 1 5. 3 % 1 6, 9 1 2 1. 9 % 4. 4 %

2 0 2 7 2, 0 5 0 7 3 2, 1 2 3 5. 1 % 7 3 1 0, 6 5 0 3, 8 4 0 1 4, 5 6 3 1. 5 % 1 7, 1 0 0 1. 1 % 4. 0 %

F or e c a st A pril 2 0 2 6 - Fi n al P a g. 4 I C S G C o nfi d e nti al
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出 典 ： 国 際 銅 研 究 会 　 2 0 2 6  年 4  月 総 会 資 料 I C S G C o n fi d e nti al

T A B L E 3. F O R E C A S T B Y C O U N T R Y
T h o u s a n d m etri c t o n s c o p p er

I C S G/ S T A T 6 7/ 2 

2 3 A pril 2 0 2 6

C o u ntr y  Y e ar G D P

C o n c  S X- E W  T ot al  Y/ Y  S X- E W  P ri m ar y  S e c o n d ar y  T ot al  Y/ Y  T ot al  Y/ Y 3/

D at a 

S o ur c e  4/

R efi n e d U s a g eR efi n e d P r o d u cti o nMi n e P r o d u cti o n

I n di a  * 2 0 2 4 2 7 2 7 5. 5 % 5 5 2 3 5 5 5 9. 0 % 6 8 0 9. 7 % 7. 1 %

2 0 2 5 2 5 2 5 - 6. 8 % 6 4 9 1 1 6 6 0 1 9. 0 % 7 3 5 8. 1 % 7. 6 %  S, R/ C, E

2 0 2 6 3 0 3 0 1 8. 6 % 7 7 5 5 0 8 2 5 2 5. 0 % 7 9 5 8. 2 % 6. 5 %

2 0 2 7 3 6 3 6 2 0. 0 % 8 4 0 1 2 5 9 6 5 1 7. 0 % 8 6 0 8. 2 % 6. 5 %

Ir a n * 2 0 2 4 3 1 4 2 2 3 3 6 3. 0 % 2 2 2 2 3 6 7 3 1 2 - 2. 7 % 1 6 7 4. 1 % 3. 7 %

2 0 2 5 3 3 7 2 3 3 6 0 7. 1 % 2 3 2 3 9 7 1 3 3 3 6. 8 % 1 6 5 - 1. 3 % - 1. 5 %  E

2 0 2 6 3 4 4 2 3 3 6 7 1. 9 % 2 3 2 4 3 7 4 3 4 0 2. 1 % 1 5 9 - 3. 5 % - 6. 1 %

2 0 2 7 3 7 0 2 5 3 9 5 7. 7 % 2 5 2 7 5 7 7 3 7 7 1 0. 8 % 1 6 0 0. 7 % 3. 2 %

I sr a el 2 0 2 4 0. 3 1. 0 %

2 0 2 5 0. 3 2. 9 %  E

2 0 2 6 0. 3 3. 5 %

2 0 2 7 0. 3 4. 4 %

J a p a n 2 0 2 4 1, 2 0 3 3 6 4 1, 5 6 7 4. 9 % 8 2 6 1. 1 % - 0. 2 %

2 0 2 5 1, 0 5 5 3 8 5 1, 4 4 0 - 8. 1 % 7 7 2 - 6. 5 % 1. 2 %  S

2 0 2 6 1, 1 5 8 3 6 3 1, 5 2 1 5. 6 % 7 8 0 1. 0 % 0. 7 %

2 0 2 7 1, 1 3 8 3 4 0 1, 4 7 8 - 2. 8 % 7 8 5 0. 6 % 0. 6 %

M o n g oli a 2 0 2 4 3 4 3 7 3 5 0 1 1. 8 % 7 7 - 2 7. 1 % 5. 1 %

2 0 2 5 4 7 2 8 4 7 9 3 7. 1 % 8 8 7. 1 % 6. 8 %  R/ C

2 0 2 6 5 2 3 1 1 5 3 3 1 1. 2 % 1 1 1 1 4 0. 6 % 5. 3 %

2 0 2 7 6 1 0 1 5 6 2 5 1 7. 2 % 1 5 1 5 4 2. 2 % 5. 3 %

N ort h K or e a 2 0 2 4 2 0 2 0 1 0 5 1 5 3 5 0. 0 %

2 0 2 5 2 0 2 0 1 0 5 1 5 0. 0 % 3 5 0. 0 % E

2 0 2 6 2 0 2 0 1 0 5 1 5 3 5 0. 0 %

2 0 2 7 2 0 2 0 0. 0 % 1 0 5 1 5 0. 0 % 3 5 0. 0 %

O m a n 2 0 2 4 1. 8 1. 8 4 0 0. 0 % 1. 6 %

2 0 2 5 7. 3 7. 3 4 0 2. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 8. 1 8. 1 3 9 3. 5 %

2 0 2 7 2 5. 0 2 5. 0 2 0 9. 3 % 4 0 3. 4 %

P a ki st a n 2 0 2 4 2 4 2 4 4 0. 0 % 6 5 0. 0 % 2. 6 %

2 0 2 5 2 3 2 3 - 3. 0 % 6 5 0. 0 % 3. 1 %  R/ C, E

2 0 2 6 2 4 2 4 3. 6 % 6 5 0. 0 % 3. 6 %

2 0 2 7 2 4 2 4 0. 0 % 6 5 3. 5 %

S o ut h K or e a 2 0 2 4 4 3 8 1 6 6 6 0 4 0. 0 % 6 9 7 6. 7 % 2. 0 %

2 0 2 5 4 2 9 1 7 0 5 9 9 - 0. 9 % 6 8 0 - 2. 4 % 1. 0 %  R/ C

2 0 2 6 4 5 9 1 5 8 6 1 7 3. 1 % 6 8 0 0. 1 % 1. 9 %

2 0 2 7 4 5 0 1 6 5 6 1 5 - 0. 3 % 6 8 0 0. 0 % 2. 1 %

S a u di Ar a bi a 2 0 2 4 7 0 7 0 0. 9 % 1 9 7 2. 2 % 2. 6 %

2 0 2 5 6 9 6 9 - 1. 9 % 2 1 1 7. 1 % 4. 5 %  R/ C, E

2 0 2 6 5 9 5 9 - 1 4. 4 % 2 2 9 8. 3 % 3. 1 %

2 0 2 7 6 1 6 1 3. 7 % 3 3 0 4 4. 4 % 4. 5 %

T ai w a n 2 0 2 4 3 7 8 1 4. 1 % 5. 3 %

2 0 2 5 3 6 9 - 2. 5 % 8. 7 %  E, R/ C

2 0 2 6 3 7 2 1. 0 % 5. 2 %

2 0 2 7 3 9 2 5. 3 % 3. 0 %

U nit e d Ar a b E mir at e s 2 0 2 4 4 3 2 8. 0 % 4. 0 %

2 0 2 5 4 4 1 2. 2 % 5. 8 %  R/ C, E

2 0 2 6 3 9 3 - 1 1. 0 % 3. 1 %

2 0 2 7 4 5 0 1 4. 5 % 5. 3 %

A SI A e x A S E A N/ C I S 2 0 2 4 2, 5 7 3 9 4 2, 6 6 6 3. 0 % 9 4 1 1, 8 1 5 3, 5 9 1 1 5, 4 9 9 4. 0 % 1 9, 5 0 7 3. 9 %

2 0 2 5 2, 7 4 4 9 5 2, 8 3 9 6. 5 % 9 5 1 2, 3 7 0 4, 2 1 2 1 6, 6 7 7 7. 6 % 2 0, 1 2 0 3. 1 %

2 0 2 6 2, 9 5 7 1 0 3 3, 0 6 1 7. 8 % 1 0 3 1 3, 1 6 3 4, 4 1 3 1 7, 6 8 0 6. 0 % 2 0, 4 6 9 1. 7 %

2 0 2 7 3, 1 9 6 1 1 3 3, 3 0 9 8. 1 % 1 1 3 1 3, 3 6 3 4, 5 5 2 1 8, 0 2 8 2. 0 % 2 0, 9 0 7 2. 1 %

Ar m e ni a 2 0 2 4 7 9 7 9 4. 2 % 5. 9 %

2 0 2 5 7 5 7 5 - 5. 2 % 7. 2 %  R/ C, E

2 0 2 6 7 7 7 7 2. 4 % 5. 3 %

2 0 2 7 7 7 7 7 0. 0 % 5. 5 %

A z er b aij a n 2 0 2 4 0. 4 0. 4 - 8 2 % 4. 2 %

2 0 2 5 7. 9 7. 9 1 9 9 9 % 1. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 4. 0 1 4. 0 7 7 % 2. 2 %

2 0 2 7 1 7. 0 1 7. 0 2 1. 2 % 2. 5 %

G e or gi a 2 0 2 4 4 4 - 5 % 9. 7 %

2 0 2 5 5 5 8 % 7. 5 %  E

2 0 2 6 4 4 - 1 % 5. 3 %

2 0 2 7 5 5 0. 0 % 5. 0 %

K a z a k h st a n 2 0 2 4 7 3 4 3 4 7 6 8 - 2. 5 % 3 4 3 1 4 3 4 8 - 0. 6 % 5 8 0. 0 % 5. 0 %

2 0 2 5 7 0 9 3 2 7 4 0 - 3. 6 % 3 2 3 0 4 3 3 6 - 3. 6 % 5 8 0. 0 % 6. 5 %  R/ C, E

2 0 2 6 7 2 6 2 6 7 5 2 1. 5 % 2 6 3 1 5 3 4 1 1. 6 % 5 8 0. 0 % 4. 6 %

2 0 2 7 7 3 0 2 1 7 5 1 - 0. 1 % 2 1 3 1 5 3 3 6 - 1. 5 % 5 8 4. 4 %

K yr g y z st a n 2 0 2 4 5. 6 5. 6 - 9. 7 % 1 1. 5 %

2 0 2 5 7. 1 7. 1 2 6. 1 % 1 1. 1 %  R/ C, E

2 0 2 6 6. 5 6. 5 - 7. 6 % 6. 1 %

2 0 2 7 5. 5 5. 5 - 1 5. 7 % 6. 1 %
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T A B L E 3. F O R E C A S T B Y C O U N T R Y
T h o u s a n d m etri c t o n s c o p p er

I C S G/ S T A T 6 7/ 2 

2 3 A pril 2 0 2 6

C o u ntr y  Y e ar G D P

C o n c  S X- E W  T ot al  Y/ Y  S X- E W  P ri m ar y  S e c o n d ar y  T ot al  Y/ Y  T ot al  Y/ Y 3/

D at a 

S o ur c e  4/

R efi n e d U s a g eR efi n e d P r o d u cti o nMi n e P r o d u cti o n

T aji ki st a n 2 0 2 4 1. 6 1. 6 8. 4 %

2 0 2 5 4. 3 4. 3 1 6 7. 4 % 8. 4 %  R/ C, E

2 0 2 6 4. 2 4. 2 - 2. 8 % 6. 0 %

2 0 2 7 4. 0 4. 0 - 3. 8 % 4. 8 %

U z b e ki st a n 2 0 2 4 1 2 2 1 2 2 2 0. 3 % 1 5 9 1 5 9 6. 7 % 4 9 0. 0 % 6. 7 %

2 0 2 5 1 4 4 1 4 4 1 7. 9 % 1 5 5 1 5 5 - 2. 3 % 4 9 0. 0 % 7. 7 %  R/ C, E

2 0 2 6 2 0 9 2 0 9 4 5. 3 % 1 6 0 1 6 0 3. 2 % 4 9 0. 0 % 6. 5 %

2 0 2 7 2 5 0 2 5 0 1 9. 5 % 1 6 0 1 6 0 0. 0 % 4 9 0. 0 % 5. 9 %

A SI A- CI S 2 0 2 4 9 4 7 3 4 9 8 2 0. 1 % 3 4 4 7 3 5 0 7 1. 6 % 1 0 7 0. 0 %

2 0 2 5 9 5 2 3 2 9 8 3 0. 2 % 3 2 4 5 9 4 9 0 - 3. 2 % 1 0 7 0. 0 %

2 0 2 6 1, 0 4 1 2 6 1, 0 6 7 8. 5 % 2 6 4 7 5 5 0 1 2. 1 % 1 0 7 0. 0 %

2 0 2 7 1, 0 8 8 2 1 1, 1 0 9 3. 9 % 2 1 4 7 5 4 9 6 - 1. 0 % 1 0 7 0. 0 %

A u stri a, B el gi u m * 2 0 2 4 5 7 1 5 2 0 1, 0 9 1 1. 4 % 1, 2 3 7 - 1. 5 %

2 0 2 5 5 5 6 5 4 8 1, 1 0 4 1. 3 % 1, 2 5 2 1. 2 % R/ C, E

2 0 2 6 5 6 5 5 8 1 1, 1 4 6 3. 8 % 1, 2 6 2 0. 8 %

2 0 2 7 5 7 0 6 0 9 1, 1 7 9 2. 9 % 1, 2 7 2 0. 8 %

B ul g ari a 2 0 2 4 1 0 4 1 0 4 - 1. 4 % 2 0 4 2 5 2 2 9 6 8 2. 4 % 3. 4 %

2 0 2 5 1 0 3 1 0 3 - 0. 6 % 2 0 2 2 2 2 2 4 - 2. 2 % 7 0 2. 3 % 3. 1 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 0 2 1 0 2 - 0. 9 % 2 3 5 3 1 2 6 6 1 8. 6 % 7 0 0. 6 % 2. 8 %

2 0 2 7 1 0 2 1 0 2 0. 0 % 2 7 5 4 5 3 2 0 2 0. 5 % 7 0 0. 0 % 2. 5 %

Cr o ati a 2 0 2 4 1 3 0. 6 % 3. 8 %

2 0 2 5 1 3 0. 1 % 3. 2 %  E

2 0 2 6 1 3 0. 0 % 2. 6 %

2 0 2 7 1 3 0. 0 % 2. 6 %

C z e c h R e p. 2 0 2 4 6 0. 0 % 1. 3 %

2 0 2 5 6 0. 0 % 2. 5 %  E

2 0 2 6 6 0. 1 % 2. 2 %

2 0 2 7 6 0. 0 % 2. 2 %

Fi nl a n d 2 0 2 4 2 6 2 6 3 1. 2 % 1 5 4 5 1 5 9 2 3. 1 % 1 8. 0 0. 0 % 0. 4 %

2 0 2 5 2 3 2 3 - 1 3. 9 % 1 5 8 5 1 6 2 2. 1 % 1 9. 0 5. 5 % 0. 2 %  R/ C

2 0 2 6 2 4 2 4 4. 5 % 1 6 2 5 1 6 7 2. 9 % 2 1. 0 1 0. 4 % 1. 0 %
2 0 2 7 2 4 2 4 1. 1 % 1 6 2 5 1 6 7 0. 0 % 2 4. 0 1 4. 4 % 1. 5 %

Fr a n c e * 2 0 2 4 1 7 5 1. 8 % 1. 1 %

2 0 2 5 1 7 5 0. 0 % 0. 9 %  R/ C

2 0 2 6 1 7 5 0. 0 % 0. 9 %
2 0 2 7 1 7 5 0. 0 % 0. 9 %

Gr e e c e 2 0 2 4 8 2 2. 5 % 2. 1 %

2 0 2 5 8 4 1. 9 % 2. 1 %  R/ C

2 0 2 6 1 0 1 0 8 4 0. 5 % 1. 8 %

2 0 2 7 2 7 2 7 1 8 4. 2 % 8 5 0. 6 % 1. 7 %

H u n g ar y 2 0 2 4 2 0. 0 % 0. 6 %

2 0 2 5 2 0. 0 % 0. 4 %  E

2 0 2 6 2 0. 0 % 1. 7 %

2 0 2 7 2 - 0. 1 % 2. 1 %

It al y * 2 0 2 4 1 1 1 1 1 2 % 5 1 3 1. 6 % 0. 8 %

2 0 2 5 1 0 1 0 - 8. 8 % 4 9 0 - 4. 5 % 0. 5 %  S, R/ C

2 0 2 6 1 1 1 1 1. 2 % 5 0 5 3. 0 % 0. 5 %

2 0 2 7 1 1 1 1 5 1 0 1. 0 % 0. 5 %

N et h erl a n d s 2 0 2 4 5 1. 1 %

2 0 2 5 5 0. 0 % 1. 9 %  E

2 0 2 6 5 - 0. 1 % 1. 2 %

2 0 2 7 5 0. 0 % 1. 4 %

P ol a n d 2 0 2 4 4 0 0 4 0 0 1. 2 % 4 3 0 1 5 9 5 8 9 - 0. 6 % 2 9 8 - 0. 3 % 3. 0 %

2 0 2 5 4 0 1 4 0 1 0. 3 % 4 2 7 1 4 4 5 7 1 - 3. 0 % 3 0 2 1. 4 % 3. 6 %  S, R/ C, E

2 0 2 6 3 9 6 3 9 6 - 1. 3 % 4 0 4 1 8 5 5 8 9 3. 2 % 3 0 4 0. 8 % 3. 3 %

2 0 2 7 3 9 0 3 9 0 - 1. 5 % 4 0 5 1 8 5 5 9 0 0. 2 % 3 0 5 0. 3 % 2. 4 %

P ort u g al 2 0 2 4 5 2 5 2 2 7. 4 % 1. 5 2. 2 %

2 0 2 5 4 7 4 7 - 8. 7 % 1. 5 1. 9 %  R/ C, E

2 0 2 6 5 1 5 1 6. 7 % 1. 5 0. 1 % 1. 9 %

2 0 2 7 5 5 5 5 8. 6 % 1. 5 - 0. 1 % 1. 8 %

R o m a ni a 2 0 2 4 9 9 - 0. 1 % 0. 9 %

2 0 2 5 9 9 - 1. 0 % 0. 7 %  E

2 0 2 6 9 9 0. 7 %

2 0 2 7 9 9 0. 0 % 2. 5 %

S p ai n * 2 0 2 4 1 0 3 0 1 0 3 - 1 0. 4 % 0 2 3 6 8 8 3 2 5 - 2. 9 % 4 2 0 1. 2 % 3. 5 %

2 0 2 5 1 0 7 0 1 0 7 3. 1 % 0 2 3 6 8 3 3 1 9 - 1. 7 % 4 2 5 1. 2 % 2. 8 %  R/ C

2 0 2 6 1 0 3 2 1 0 5 - 1. 3 % 2 2 6 3 9 3 3 5 8 1 2. 1 % 4 2 5 0. 0 % 2. 1 %

2 0 2 7 1 0 5 3 1 0 8 2. 7 % 3 2 6 5 1 7 5 4 4 3 2 3. 9 % 4 3 0 1. 2 % 1. 8 %

S w e d e n * 2 0 2 4 6 8 6 8 - 7. 5 % 0 0 0 - 1 0 0. 0 % 1 2 0 - 2. 5 % 1. 0 %

2 0 2 5 6 0 6 0 - 1 2. 6 % 0 0 0 1 2 5 4. 2 % 1. 5 %  R/ C, E

2 0 2 6 7 1 7 1 1 9. 6 % 3 4 1 6 4 9 1 3 0 4. 0 % 2. 0 %

2 0 2 7 9 0 9 0 2 6. 2 % 1 4 7 6 3 2 1 0 3 2 4. 3 % 1 3 5 3. 9 % 1. 9 %
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出 典 ： 国 際 銅 研 究 会 　 2 0 2 6  年 4  月 総 会 資 料 I C S G C o n fi d e nti al

T A B L E 3. F O R E C A S T B Y C O U N T R Y
T h o u s a n d m etri c t o n s c o p p er

I C S G/ S T A T 6 7/ 2 

2 3 A pril 2 0 2 6

C o u ntr y  Y e ar G D P

C o n c  S X- E W  T ot al  Y/ Y  S X- E W  P ri m ar y  S e c o n d ar y  T ot al  Y/ Y  T ot al  Y/ Y 3/

D at a 

S o ur c e  4/

R efi n e d U s a g eR efi n e d P r o d u cti o nMi n e P r o d u cti o n

U nit e d Ki n g d o m ( U K) 2 0 2 4 5 1. 1 %

2 0 2 5 5 0. 0 % 1. 3 %  E

2 0 2 6 5 - 0. 1 % 0. 8 %

2 0 2 7 5 0. 0 % 1. 3 %

E U pl u s U K  2/ 2 0 2 4 7 6 3 0 7 6 3 0. 4 % 0 1, 5 9 5 8 0 8 2, 4 0 3 - 2. 6 % 2, 9 4 9 - 1. 2 % 1. 2 %

2 0 2 5 7 5 0 0 7 5 0 - 1. 7 % 0 1, 5 7 8 8 1 3 2, 3 9 1 - 0. 5 % 2, 9 6 1 0. 4 % 1. 6 %

2 0 2 6 7 6 6 2 7 6 8 2. 4 % 2 1, 6 6 2 9 2 1 2, 5 8 5 8. 1 % 2, 9 9 6 1. 2 % 1. 3 %

2 0 2 7 8 0 2 3 8 0 5 4. 9 % 3 1, 8 2 4 1, 0 9 3 2, 9 2 0 1 2. 9 % 3, 0 2 5 1. 0 % 1. 4 %

Al b a ni a 2 0 2 4 4. 3 4. 3 6 1. 3 % 4. 0 %

2 0 2 5 5. 5 5. 5 2 9 % 3. 7 %  E

2 0 2 6 5. 0 5. 0 - 8. 9 % 3. 4 %

2 0 2 7 5. 5 5. 5 9. 9 % 3. 2 %

N ort h M a c e d o ni a 2 0 2 4 6. 7 0. 6 7. 3 - 4. 5 % 1 1 - 4. 0 % 3. 0 %

2 0 2 5 6. 6 0. 6 7. 2 - 2. 4 % 1 1 - 7. 9 % 3. 5 %  R/ C

2 0 2 6 6. 3 0. 5 6. 8 - 5. 5 % 0 0 - 1 6. 5 % 3. 1 %

2 0 2 7 6. 3 0. 5 6. 8 0. 1 % 0 0 3. 0 %

N or w a y 2 0 2 4 1 8. 3 1 8. 3 - 9. 0 % 0. 3 1. 4 %

2 0 2 5 1 8. 7 1 8. 7 2. 2 % 0. 3 1. 1 %  R/ C, E

2 0 2 6 2 0. 0 2 0. 0 7. 0 % 0. 3 1. 5 %

2 0 2 7 2 0. 0 2 0. 0 0. 0 % 0. 3 1. 3 %

R u s si a n F e d. 2 0 2 4 9 7 5 1 9 7 6 1 1. 4 % 1 7 8 4 1 6 8 9 5 4 - 3. 9 % 3 1 5 1. 9 % 4. 9 %

2 0 2 5 1, 1 5 1 1 1, 1 5 2 1 8. 0 % 1 8 2 7 1 6 9 9 9 8 4. 6 % 3 1 1 - 1. 3 % 1. 0 %  R/ C, E

2 0 2 6 1, 3 0 0 6 1, 3 0 6 1 3. 3 % 6 8 3 0 1 7 0 1, 0 0 6 0. 8 % 3 1 0 - 0. 2 % 1. 1 %

2 0 2 7 1, 2 9 0 5 0 1, 3 4 0 2. 6 % 5 0 8 6 0 1 8 0 1, 0 9 0 8. 3 % 3 1 0 - 0. 1 % 1. 1 %

S er bi a 2 0 2 4 2 9 3 2 9 3 2 2. 6 % 1 1 8 5 1 2 3 6 5. 4 % 2 5 0. 0 % 4. 0 %

2 0 2 5 2 9 6 2 9 6 0. 9 % 1 1 8 5 1 2 3 0. 5 % 2 5 0. 0 % 2. 0 %  R/ C, E

2 0 2 6 2 9 6 2 9 6 0. 2 % 1 5 2 5 1 5 7 2 7. 2 % 2 5 0. 0 % 2. 8 %

2 0 2 7 3 1 0 3 1 0 4. 7 % 1 7 0 5 1 7 5 1 1. 6 % 2 5 3. 5 %

S wit z erl a n d 2 0 2 4 2 0. 0 % 1. 4 %

2 0 2 5 2 0. 0 % 1. 3 %  E

2 0 2 6 2 0. 0 % 1. 3 %

2 0 2 7 2 - 0. 1 % 1. 3 %

T ür ki y e 2 0 2 4 1 2 7 1 2 7 0. 0 % 1 3 1 1 0 1 4 1 - 0. 5 % 5 3 5 0. 9 % 3. 3 %

2 0 2 5 1 2 7 1 2 7 0. 0 % 1 3 1 1 0 1 4 1 0. 0 % 5 6 0 4. 7 % 3. 6 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 3 3 1 3 3 4. 7 % 1 3 2 1 0 1 4 2 0. 7 % 5 8 3 4. 1 % 3. 4 %

2 0 2 7 1 5 0 1 5 0 1 2. 8 % 1 3 2 1 0 1 4 2 0. 0 % 6 0 0 2. 9 % 3. 5 %

U kr ai n e 2 0 2 4 5 5 5 0. 0 % 3. 2 %

2 0 2 5 5 5 5 0. 0 % 1. 8 %  E

2 0 2 6 5 5 5 - 0. 1 % 2. 0 %

2 0 2 7 5 5 5 0. 0 % 3. 5 %

E U R O P E O T H E R S 2 0 2 4 1, 4 0 6 2 1, 4 0 8 1 2. 4 % 2 1, 0 5 1 1 8 8 1, 2 4 1 0. 6 % 8 8 2 1. 3 %

2 0 2 5 1, 5 8 5 2 1, 5 8 7 1 2. 8 % 2 1, 0 9 5 1 8 9 1, 2 8 6 3. 6 % 9 0 3 2. 4 %

2 0 2 6 1, 7 4 0 6 1, 7 4 7 1 0. 0 % 6 1, 1 3 4 1 9 0 1, 3 3 0 3. 4 % 9 2 6 2. 5 %

2 0 2 7 1, 7 6 2 5 0 1, 8 1 2 3. 8 % 5 0 1, 1 8 2 2 0 0 1, 4 3 2 7. 7 % 9 4 2 1. 8 %

A u str ali a 2 0 2 4 7 2 7 2 1 7 4 8 - 2. 7 % 2 1 4 1 1 4 3 2 - 2. 4 % 1. 0 %

2 0 2 5 7 0 4 2 2 7 2 6 - 2. 9 % 2 2 4 3 2 4 5 4 5. 2 % 2. 0 %  S, R/ C

2 0 2 6 6 4 7 2 4 6 7 1 - 7. 6 % 2 4 4 1 3 4 3 7 - 3. 8 % 2. 0 %

2 0 2 7 7 5 4 2 6 7 8 0 1 6. 2 % 2 6 4 3 5 4 6 1 5. 5 % 1. 7 %

P a p u a N e w G ui n e a 2 0 2 4 1 0 5 1 0 5 1 6. 3 % 3. 9 %

2 0 2 5 1 0 6 1 0 6 0. 7 % 5. 6 %  R/ C, E

2 0 2 6 1 0 5 1 0 5 - 1. 0 % 3. 8 %

2 0 2 7 1 0 3 1 0 3 - 1. 9 % 3. 8 %

O C E A NI A 2 0 2 4 8 3 2 2 1 8 5 3 - 0. 7 % 2 1 4 1 1 4 3 2 - 2. 4 %

2 0 2 5 8 1 0 2 2 8 3 2 - 2. 4 % 2 2 4 3 2 4 5 4 5. 2 %

2 0 2 6 7 5 2 2 4 7 7 6 - 6. 7 % 2 4 4 1 3 4 3 7 - 3. 8 %

2 0 2 7 8 5 7 2 6 8 8 3 1 3. 7 % 2 6 4 3 5 4 6 1 5. 5 %

T O T A L C o u ntri e s 2/ 2 0 2 4 1 8, 1 8 7 4, 7 9 4 2 2, 9 8 1 2. 7 % 4, 7 9 4 1 7, 9 1 7 4, 7 0 6 2 7, 4 1 7 3. 4 % 2 7, 4 2 0 2. 9 % 3. 4 %

( e x cl u di n g 2 0 2 5 1 8, 1 3 7 5, 0 6 0 2 3, 1 9 7 0. 9 % 5, 0 6 0 1 8, 2 4 4 5, 3 5 1 2 8, 6 5 6 4. 5 % 2 8, 2 0 1 2. 8 % 3. 4 %

s u p pl y di sr u pti o n 2 0 2 6 1 9, 0 2 5 5, 2 2 4 2 4, 2 4 9 4. 5 % 5, 2 2 4 1 9, 5 3 0 5, 6 8 3 3 0, 4 3 7 6. 2 % 2 8, 6 6 4 1. 6 % 3. 1 %

a dj u st m e nt s) 2 0 2 7 2 0, 2 8 3 5, 5 4 6 2 5, 8 3 0 6. 5 % 5, 5 4 6 2 0, 4 4 0 6, 0 1 0 3 1, 9 9 6 5. 1 % 2 9, 2 3 6 2. 0 % 3. 2 %

I C S G C o u ntri e s 2 0 2 4 1 4, 5 6 5 4, 6 2 0 1 9, 1 8 6 4. 0 % 4, 6 2 0 1 6, 0 3 5 4, 3 0 7 2 4, 9 6 2 3. 2 % 2 3, 1 6 3 2. 8 %

2 0 2 5 1 4, 7 8 1 4, 8 0 5 1 9, 5 8 6 2. 1 % 4, 8 0 5 1 6, 4 8 2 4, 9 5 3 2 6, 2 4 0 5. 1 % 2 3, 8 6 7 3. 0 %

2 0 2 6 1 5, 2 3 9 4, 9 4 7 2 0, 1 8 7 3. 1 % 4, 9 4 7 1 7, 4 7 6 5, 2 7 8 2 7, 7 0 1 5. 6 % 2 4, 3 1 1 1. 9 %

2 0 2 7 1 5, 9 0 4 5, 2 2 9 2 1, 1 3 3 4. 7 % 5, 2 2 9 1 7, 9 4 5 5, 5 8 1 2 8, 7 5 5 3. 8 % 2 4, 6 4 3 1. 4 %

I C S G S h ar e i n W orl d 2 0 2 4 8 0. 1 % 9 6. 4 % 8 3. 5 % 9 6. 4 % 8 9. 5 % 9 1. 5 % 9 1. 0 % 8 4. 5 %

2 0 2 5 8 1. 5 % 9 5. 0 % 8 4. 4 % 9 5. 0 % 9 0. 3 % 9 2. 5 % 9 1. 6 % 8 4. 6 %
2 0 2 6 8 0. 1 % 9 4. 7 % 8 3. 2 % 9 4. 7 % 8 9. 5 % 9 2. 9 % 9 1. 0 % 8 4. 8 %

2 0 2 7 7 8. 4 % 9 4. 3 % 8 1. 8 % 9 4. 3 % 8 7. 8 % 9 2. 9 % 8 9. 9 % 8 4. 3 %

 B ol d i n di c at e s I C S G m e m b er c o u ntr y.                     * R e p ort e d u s a g e
1/ I n di vi d u al c o u ntr y fi g ur e s mi g ht n ot a d d u p t o r e gi o n al t ot a l s a s s o m e s m all fi g ur e s ar e n ot s h o w n i n t h e t a bl e b ut i n cl u d ed i n t h e t ot al s.

2/ A p p ar e nt u s a g e i s u s e d f or t h e E ur o p e a n U ni o n, i n st e a d of t h e a c c u m ul ati o n of t h e i n di vi d u al c o u ntri e s' u s a g e.  I n cl u d e s U n it e d Ki n g d o m ( U K)

3/ R e al G D P Gr o wt h ( A n n u al p er c e nt c h a n g e). S o ur c e: I M F W orl d E c o n o mi c O utl o o k  - A pril 2 0 2 6

4/ D at a S o ur c e: S: I C S G m e m b er c o u ntr y s ur v e y, R/ C: r e p ort e d d at a or c al c ul at e d d at a b a s e d o n C o m p a ni e s, I n d u str y A s s o ci ati o n s or G o v er n m e nt i nf or m ati o n, E: 

E sti m at e s ( b a s e d o n pr e s s n e w s or I C S G e sti m at e s a s n o c o m p a n y/ c o u ntr y d at a m a d e a v ail a bl e t o I C S G).

F or e c a st A pril 2 0 2 6 - Fi n al P a g. 7 I C S G C o nfi d e nti al
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国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） 2 0 2 6 年 4 月 プ レ ス リ リ ー ス  
 

 

日 本 鉱 業 協 会  企 画 調 査 部  

 

国 際 鉛 亜 鉛 研 究 グ ル ー プ は 、 2 0 2 6 年 4 月 2 2 日

（ 現 地 時 間 ） に リ ス ボ ン で 春 季 総 会 を 開 催 し 、

2 0 2 6 年 の 鉛 と 亜 鉛 の 世 界 需 給 予 測 に つ い て 検 討 、

4 月 2 3 日 付 に て 以 下 内 容 に て プ レ ス リ リ ー ス が

発 表 さ れ た 。  

 

1 ． 2 0 2 6 年 の 世 界 の 鉛 需 給 予 測 （ 別 添 表 参 照 ）  

1 ） 鉛 需 要  

・ 2 0 2 6 年 の 世 界 の 鉛 地 金 の 世 界 需 要 は 前 年 比

1 . 1 ％ 増 加 す る と 予 測 さ れ 、 1 , 3 7 2 万 ト ン に な

る 見 通 し 。  

・ 米 国 で は 、 2 0 2 5 年 に 鉛 地 金 の 輸 入 量 が 大 幅 に

増 加 し 、 見 か け 上 の 需 要 量 も 6 . 1 ％ 増 加 し た 。

2 0 2 6 年 に は さ ら に 3 . 6 ％ の 需 要 量 増 加 が 見 込

ま れ て い る 。 欧 州 で は 、 昨 年 3 . 3 ％ 増 加 し た 後 、

2 0 2 6 年 に は 0 . 8 ％ と 、 よ り 緩 や か な 伸 び が 見

込 ま れ て い る 。  

・ 中 国 で は 、 政 府 の 買 い 取 り 政 策 に 支 え ら れ 、

2 0 2 5 年 に 自 動 車 と 電 動 自 転 車 の 生 産 が 大 幅 に

増 加 し た 。 し か し 、 同 時 期 に 鉛 蓄 電 池 の 純 輸

出 が 減 少 し た た め 、 鉛 の 需 要 は 対 前 年 比 0 . 4 ％

の 伸 び に と ど ま っ た 。 2 0 2 6 年 に は 、 中 国 の 需

要 は 0 . 7 ％ 減 少 す る と 予 測 さ れ て い る 。  

・ ブ ラ ジ ル 、 イ ン ド 、 韓 国 、 メ キ シ コ で は 需 要

の 増 加 が 見 込 ま れ る 一 方 、 日 本 で は 横 ば い と

な る 見 込 み 。  

 

2 ） 鉛 生 産  

・ 世 界 の 鉛 鉱 石 生 産 量 は 、 2 0 2 6 年 に は 前 年 比

1 . 2 ％ 増 の 4 6 0 万 ト ン に 達 す る と 予 測 さ れ て い

る 。 こ れ は 主 に 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 中 国 、 イ

ン ド 、 ア イ ル ラ ン ド 、 ポ ル ト ガ ル で の 増 加 に

よ る も の で 、 ポ ル ト ガ ル の ア ル ジ ュ ス ト レ ル

鉱 山 で は 2 0 2 5 年 第 4 四 半 期 に 鉛 と 亜 鉛 の 採 掘

が 再 開 さ れ た 。 こ れ ら の 増 加 は 、 米 国 と ス ウ

ェ ー デ ン で の 減 少 に よ っ て 部 分 的 に 相 殺 さ れ

る 。 ス ウ ェ ー デ ン の ガ ル ペ ン ベ ル ク 鉱 山 で は 、

地 震 活 動 の 活 発 化 に よ り 操 業 上 の 制 約 が 生 じ

て お り 、 今 年 の 生 産 量 は 低 調 に 推 移 す る も の

と 予 測 さ れ て い る 。  

・ 世 界 の 鉛 地 金 生 産 量 は 、 2 0 2 6 年 に は 前 年 比

1 . 3 ％ 増 加 し て 1 , 3 8 3 万 ト ン に な る と 予 測 。 こ

れ は 主 に 、 2 0 2 5 年 に 新 た な 二 次 生 産 能 力 が 稼

働 を 開 始 し た 中 国 、 イ ン ド 、 日 本 、 カ ザ フ ス

タ ン 、 ブ ラ ジ ル で の 増 加 に よ る も の 。 一 方 、

英 国 で は 減 産 が 予 測 さ れ て い る 。  

 

3 ） 鉛 需 給 バ ラ ン ス  

・ 各 国 か ら 得 た 最 近 の 情 報 を 考 慮 し た 結 果 、 鉛

地 金 の 世 界 的 供 給 量 が 2 0 2 6 年 も 需 要 を 上 回 り 、

余 剰 量 が 1 1 万 ト ン に 達 す る と 予 測 し て い る 。  

 

2 ． 2 0 2 6 年 の 世 界 の 亜 鉛 需 給 予 測  

1 ） 亜 鉛 消 費  

・ 2 0 2 6 年 の 亜 鉛 地 金 の 世 界 需 要 は 、 2 0 2 6 年 は 前

年 比 1 . 3 ％ 増 加 し 、 1 , 4 0 0 万 ト ン に 達 す る と 予

測 さ れ て い る 。  

・ 中 国 で は 、 2 0 2 5 年 の 1 . 9 ％ の 成 長 に 続 き 、 今

年 の 需 要 は さ ら に 1 . 8 ％ 増 加 す る と 予 測 さ れ

る 。  

・ 欧 州 と 米 国 で は 、 昨 年 、 需 要 が そ れ ぞ れ 3 . 5 ％

と 7 ％ 増 加 し た 。 2 0 2 6 年 に は 、 欧 州 で 1 . 1 ％ 、

米 国 で 1 . 4 ％ と 、 よ り 緩 や か な 増 加 が 見 込 ま れ

て い る 。  

政 策 動 向  国 際 情 報  
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・ そ の 他 の 地 域 で は 、 イ ン ド と 韓 国 で は 需 要 増

加 の 予 測 だ が 、 一 方 で イ ラ ン で は 、 地 域 紛 争

の 継 続 に よ る イ ン フ ラ 、 特 に 鉄 鋼 産 業 へ の 甚

大 な 被 害 の た め 、 需 要 が 大 幅 に 減 少 す る と 予

測 さ れ て い る 。 サ ウ ジ ア ラ ビ ア と ア ラ ブ 首 長

国 連 邦 で も 、 亜 鉛 地 金 の 輸 入 途 絶 と 経 済 不 安

の た め 、 消 費 量 の 減 少 が 見 込 ま れ て い る 。  

 

2 ） 亜 鉛 生 産  

・ 世 界 の 亜 鉛 鉱 石 生 産 量 は 、 3 年 間 減 少 し た 後 、

2 0 2 5 年 に 前 年 比 4 . 8 ％ 増 加 し た 。 こ れ は 主 に

中 国 以 外 の 国 に お け る 5 . 9 ％ の 力 強 い 成 長 に

よ る も の で あ る 。 2 0 2 6 年 に は 、 世 界 の 生 産 量

は 0 . 3 ％ の 緩 や か な 増 加 に と ど ま り 、 1 , 2 5 5 万

ト ン に な る と 予 測 さ れ て い る 。  

・ コ ン ゴ 民 主 共 和 国 、 ポ ル ト ガ ル 、 中 国 で の 生

産 量 増 が 予 測 さ れ て お り 、 特 に 中 国 で は 大 規

模 な 火 沙 雲 鉱 山 を 含 む 相 当 量 の 新 規 生 産 能 力

が 今 年 中 に 稼 働 開 始 さ れ る 見 込 み で あ る 。  

・ し か し な が ら 、 ペ ル ー 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 米 国

で は 、 そ れ ぞ れ ア ン タ ミ ナ 、 ガ ル ペ ン ベ ル ク 、

レ ッ ド ド ッ グ の 操 業 に お け る 大 幅 な 削 減 が 主

な 原 因 で 、 生 産 量 の 減 少 が 予 測 さ れ て い る 。  

・ I L Z S G は 世 界 の 亜 鉛 地 金 生 産 量 が 2 0 2 6 年 に は

1 . 4 ％ 増 加 し 、 1 , 3 9 9 万 ト ン に な る と 予 測 し て

い る 。  

・ 中 国 の 亜 鉛 地 金 生 産 量 は 、 新 規 生 産 能 力 の 稼

働 に よ り 、 2 0 2 5 年 の 6 . 7 ％ の 大 幅 な 増 加 に 続

き 、 2 0 2 6 年 は 3 ％ 増 加 す る と 予 測 さ れ て い る 。  

・ 欧 州 の 生 産 量 も 増 加 す る と 見 込 ま れ て お り 、

そ の 原 動 力 と な っ て い る の は 、 ノ ル ウ ェ ー の

ボ リ デ ン 社 が 最 近 オ ッ ダ 製 錬 所 の 拡 張 工 事 を

完 了 し た こ と 、 そ し て ロ シ ア 連 邦 の チ ェ リ ャ

ビ ン ス ク 州 に 建 設 中 の ヴ ェ ル ク ニ ー ・ ウ フ ァ

レ イ 製 錬 所 の 稼 働 開 始 が 間 近 に 迫 っ て い る こ

と で あ る 。 こ れ ら の 増 産 は 、 主 に エ ネ ル ギ ー

コ ス ト の 上 昇 と 亜 鉛 鉱 石 の 供 給 不 足 に よ り 、

他 の い く つ か の 欧 州 の 生 産 者 で 予 測 さ れ る 減

産 に よ り 、 部 分 的 に 相 殺 さ れ る だ ろ う 。  

・ 他 の 地 域 で は 、 韓 国 で は 生 産 量 が 増 加 す る と

予 測 さ れ て い る が 、 イ ラ ン と カ ナ ダ で は 減 少

が 予 測 さ れ て お り 、 カ ナ ダ の テ ッ ク ・ リ ソ ー

シ ズ は 2 0 2 6 年 に ト レ イ ル 亜 鉛 製 錬 所 で の 減 産

を 見 込 ん で い る 。  

 

3 ） 亜 鉛 需 給 バ ラ ン ス  

・ 世 界 の 需 給 バ ラ ン ス は 、 2 0 2 6 年 に は 亜 鉛 地 金

の 需 要 が 供 給 を わ ず か に 上 回 り 、 現 在 の と こ

ろ 1 万 ト ン の 不 足 と 予 測 さ れ て い る 。  

 

3 ． そ の 他  

本 プ レ ス リ リ ー ス の 詳 細 に つ い て は 、 I L Z S G の

ウ ェ ブ サ イ ト （ w w w . i l z s g . o r g ） を ご 覧 い た だ く

か 、 事 務 局 （ s a l e s @ i l z s g . o r g ） ま で お 問 い 合 わ

せ 願 う 。  

以  上  
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国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会 （ I N S G ） 2 0 2 6 年 4 月 プ レ ス リ リ ー ス  
 

 

日 本 鉱 業 協 会  企 画 調 査 部  

 

2 0 2 6 年 の 春 季 国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会 （ I N S G ） 総

会 は 、 2 0 2 6 年 4 月 2 0 日 と 2 1 日 に ポ ル ト ガ ル 共

和 国 リ ス ボ ン で 開 催 さ れ 、 加 盟 国 の 政 府 お よ び

業 界 代 表 、 オ ブ ザ ー バ ー 、 お よ び 複 数 の 国 際 機

関 が 出 席 し 、 ニ ッ ケ ル 市 場 の 最 新 動 向 に つ い て

幅 広 く 議 論 し た 。  

4 月 2 2 日 付 け で 発 表 さ れ た プ レ ス リ リ ー ス は

次 の 通 り 。  

 

1 ． 2 0 2 6 年 の ニ ッ ケ ル 市 場 動 向 に 関 す る 考 察 （ 別

添 表 参 照 ）  

2 0 2 5 年 の 世 界 経 済 成 長 は 、 主 要 経 済 国 に お け

る 技 術 関 連 投 資 と 財 政 ・ 金 融 政 策 措 置 に 支 え ら

れ 、 堅 調 に 推 移 し た 。 し か し 、 2 0 2 6 年 2 月 下 旬

に 中 東 で 勃 発 し た 紛 争 は 、 エ ネ ル ギ ー 市 場 と イ

ン フ レ 期 待 に 重 く の し か か り 、 2 0 2 6 年 の 世 界 経

済 成 長 は 減 速 す る と 予 測 さ れ て い る 。 金 属 市 場

へ の 影 響 （ 生 産 と 最 終 需 要 の 両 面 ） は ま だ 明 ら

か に な っ て お ら ず 、 そ の 全 容 は ま だ 評 価 さ れ て

い な い 。  

世 界 最 大 の ニ ッ ケ ル 生 産 国 で あ る イ ン ド ネ シ

ア は 、 鉱 業 部 門 を よ り 厳 し く 規 制 す る た め 、 2 0 2 6

年 に 新 た な 措 置 を 導 入 し た 。 2 0 2 6 年 の ニ ッ ケ ル

鉱 石 採 掘 割 当 量 （ R K A B ） は 、 2 0 2 5 年 よ り も 大 幅

に 低 い 水 準 に 設 定 さ れ て い る 。 た だ し 、 割 当 量

は 上 方 修 正 さ れ る 可 能 性 が あ り 、 許 可 保 有 者 は

政 府 の 需 給 評 価 に 基 づ き 、 1 件 の 修 正 申 請 を 提 出

で き る 。 さ ら に 、 4 月 1 5 日 に 発 効 し た 新 た な 基

準 価 格 メ カ ニ ズ ム （ H P M ） で は 、 す べ て の 鉱 石 グ

レ ー ド の 基 準 価 格 が 引 き 上 げ ら れ 、 コ バ ル ト 、

鉄 、 ク ロ ム が 初 め て 価 格 決 定 方 式 に 組 み 込 ま れ

た 。  

ス テ ン レ ス 鋼 業 界 は 2 0 2 5 年 に 成 長 を 記 録 し 、

2 0 2 6 年 に は さ ら に 拡 大 す る と 予 測 さ れ て い る 。

一 方 、 バ ッ テ リ ー 市 場 に お け る ニ ッ ケ ル の 役 割

は 予 想 よ り も 緩 や か に 拡 大 し て お り 、 リ ン 酸 鉄

リ チ ウ ム 系 電 池 が よ り 大 き な 市 場 シ ェ ア を 獲 得

し 、 プ ラ グ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 需 要 が 完 全 電

気 自 動 車 の 需 要 を 上 回 っ て い る 。  

世 界 の 一 次 ニ ッ ケ ル 生 産 量 は 、 2 0 2 3 年 に 3 4 3

万 9 0 0 0 ト ン 、 2 0 2 4 年 に 3 5 8 万 9 0 0 0 ト ン 、 2 0 2 5

年 に 3 8 8 万 ト ン と な り 、 2 0 2 6 年 に は 3 7 1 万 5 0 0 0

ト ン に 達 す る と 予 測 さ れ て い る 。 こ れ ら の 推 定

値 に は 、 生 産 中 断 の 可 能 性 に 対 す る 調 整 係 数 は

含 ま れ て い な い 。  

世 界 の 一 次 ニ ッ ケ ル 使 用 量 は 、 2 0 2 3 年 に 3 2 6

万 5 0 0 0 ト ン 、 2 0 2 4 年 に 3 4 7 万 3 0 0 0 ト ン 、 2 0 2 5

年 に 3 5 9 万 6 0 0 0 ト ン で あ り 、 2 0 2 6 年 に は 3 7 4 万

7 0 0 0 ト ン に 増 加 す る と 予 測 さ れ て い る 。  

し た が っ て 、 市 場 バ ラ ン ス は 、 2 0 2 3 年 に は 1 7

万 5 0 0 0 ト ン の 余 剰 、 2 0 2 4 年 に は 1 1 6 k t の 余 剰 、

2 0 2 5 年 に は 2 8 3 k t の 余 剰 、 そ し て 2 0 2 6 年 に は

3 2 k t の 不 足 と な る 。  

I N S G は 、 こ れ ら の 数 値 に は あ る 程 度 の 不 確 実

性 が あ る こ と を 認 め て お り 、 特 に イ ン ド ネ シ ア

の 生 産 水 準 と 中 東 紛 争 の 進 展 す る 影 響 に 関 し て

そ の 傾 向 が 顕 著 で あ る 。  

 

2 ． 統 計 委 員 会  

統 計 委 員 会 は 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と 市 場 に

関 す る 議 論 を 通 じ て 、 作 業 計 画 策 定 の た め の 貴

重 な 意 見 を 得 た 。  

北 京 安 泰 科 情 報 有 限 公 司 ニ ッ ケ ル ・ コ バ ル

ト ・ リ チ ウ ム 部 門 副 部 長 、 中 国 非 鉄 金 属 工 業 協

政 策 動 向  国 際 情 報  
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会 ニ ッ ケ ル ・ コ バ ル ト 支 部 （ N C B ‑C N I A ） 副 事 務 局

長 の 白 萌 氏 が 、 「 中 国 ニ ッ ケ ル 産 業 2 0 2 5 年 レ ビ

ュ ー と 2 0 2 6 年 の 展 望 」 と 題 し た プ レ ゼ ン テ ー シ

ョ ン を 行 っ た 。  

 

3 ． 業 界 諮 問 委 員 会  

世 界 の ニ ッ ケ ル 生 産 、 利 用 、 リ サ イ ク ル 業 界

の 代 表 者 で 構 成 さ れ た 業 界 諮 問 委 員 会 も 、 グ ル

ー プ に 貴 重 な 情 報 を 提 供 し た 。  

プ ロ ジ ェ ク ト ・ ブ ル ー の リ サ ー チ ・ デ ィ レ ク

タ ー で あ る ロ ブ ・ バ レ ル 博 士 と 、 ニ ッ ケ ル 担 当

シ ニ ア ・ ア ナ リ ス ト の リ ン フ イ ・ ニ 氏 は 、 I N S G

が プ ロ ジ ェ ク ト ・ ブ ル ー に 委 託 し た 電 池 中 の ニ

ッ ケ ル に 関 す る 研 究 の 概 要 を 説 明 し た 。  

C R U の ニ ッ ケ ル 市 場 サ ー ビ ス 、 分 析 ・ 予 測 担 当

主 席 コ ン サ ル タ ン ト で あ る ニ キ ル ・ シ ャ ー 氏 が 、

ス テ ン レ ス 鋼 と そ の 原 材 料 に つ い て プ レ ゼ ン テ

ー シ ョ ン を 行 っ た 。  

W i s d o m T r e e の 欧 州 商 品 ・ マ ク ロ 経 済 調 査 責 任

者 で あ る ニ テ シ ュ ・ シ ャ ー 氏 は 、 鉱 物 ・ 金 属 セ

ク タ ー に お け る 価 値 創 造 に つ い て 講 演 を 行 っ た 。  

 

4 ． 環 境 経 済 委 員 会  

環 境 経 済 委 員 会 で の 議 論 は ニ ッ ケ ル の 持 続 可

能 な 生 産 を 中 心 に 展 開 さ れ 、 以 下 の 発 表 が 行 わ

れ た 。  

ニ ッ ケ ル 協 会 の 公 共 政 策 ・ 持 続 可 能 性 担 当 デ

ィ レ ク タ ー で あ る マ ー ク ・ ミ ス ト リ ー 博 士 は 、

「 ニ ッ ケ ル 製 品 の カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト と 、

世 界 的 な 市 場 ア ク セ ス に お け る そ の 重 要 性 の 高

ま り 」 と 題 し た プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た 。  

O E C D の 鉱 物 ・ 鉱 業 政 策 ア ナ リ ス ト で あ る カ シ

リ エ ・ ル ・ ガ リ ッ ク 氏 は 、 O E C D の 責 任 あ る 調 達

に 関 す る 取 り 組 み に つ い て 聴 衆 に 説 明 し た 。  

ギ ガ ・ メ タ ル ズ 社 の 戦 略 ア ド バ イ ザ ー で あ る

ラ イ ル ・ ト リ ッ テ ン 氏 が 、 同 社 の タ ー ン ア ゲ イ

ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要 に つ い て 説 明 し た 。  

 

5 ． 合 同 学 習 グ ル ー プ セ ミ ナ ー  

国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 グ ル ー プ （ I N S G ） 、 国 際 鉛 亜

鉛 研 究 グ ル ー プ （ I L Z S G ） 、 国 際 銅 研 究 グ ル ー プ

（ I C S G ） は  、 2 0 2 6 年 4 月 2 2 日 に 「 鉱 業 お よ び 金

属 産 業 に お け る エ ネ ル ギ ー の 入 手 可 能 性 、 価 格 、

お よ び 十 分 性 」 を テ ー マ と し た 合 同 セ ミ ナ ー を

共 同 で 開 催 し た 。  

 

6 ． I N S G の 次 回 会 合 の 日 程  

次 回 の 会 合 は 、 2 0 2 6 年 1 0 月 1 2 日 の 週 に 予 定

さ れ て い る 。  

講 演 者 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 は 、

I N S G ウ ェ ブ サ イ ト の 会 員 専 用 エ リ ア に 掲 載 さ れ

る 。 詳 細 に つ い て は 、 事 務 局 （ i n s g @ i n s g . o r g ）

ま で お 問 い 合 わ せ い た だ く か 、 ウ ェ ブ サ イ ト

（ w w w . i n s g . o r g ） を ご 覧 願 う 。  

   

以  上  
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D R A F T - P L E A S E D O N O T Q U O T E

i n 1 0 0 0t

2 0 2 3 2 0 2 4 V ari ati o n 2 0 2 5 V ari ati o n 2 0 2 6 V ari ati o n
C O U N T R Y A ct u al  A ct u al 2 0 2 4/ 2 0 2 3  A ct u al 2 0 2 5/ 2 0 2 4  F or e c a st 2 0 2 6/ 2 0 2 5

A F RI C A 1 2 6. 3 1 1 8. 4 - 6. 3 % 1 2 2. 8 3. 7 % 1 2 6. 7 3. 2 %
   I v or y C o a st 3 4. 4 2 1. 5 - 3 7. 5 % 2 1. 2 - 1. 4 % 2 1. 5 1. 4 %
   M a d a g a s c ar 3 8. 5 3 0. 1 - 2 1. 8 % 3 1. 8 5. 6 % 2 5. 0 - 2 1. 4 %
   M or o c c o 0. 2 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 %
   S o ut h Afri c a 2 9. 8 3 1. 6 6. 0 % 3 2. 4 2. 5 % 3 2. 0 - 1. 2 %
   Z a m bi a 7. 9 2 2. 4 1 8 3. 5 % 2 4. 2 8. 0 % 3 5. 0 4 4. 6 %
   Zi m b a b w e 1 5. 5 1 2. 6 - 1 8. 7 % 1 3. 0 3. 2 % 1 3. 0 0. 0 %

A M E RI C A 3 3 0. 2 3 0 5. 5 - 7. 5 % 3 3 5. 7 9. 9 % 3 4 4. 9 2. 7 %
   Br a zil 7 2. 4 6 8. 6 - 5. 2 % 8 1. 6 1 9. 0 % 9 3. 0 1 4. 0 %
   C a n a d a 1 2 2. 3 1 3 6. 0 1 1. 2 % 1 5 5. 2 1 4. 1 % 1 4 2. 0 - 8. 5 %
   C ol o m bi a 4 3. 0 4 4. 8 4. 2 % 3 9. 8 - 1 1. 2 % 3 6. 5 - 8. 3 %
   C u b a 4 0. 7 3 9. 9 - 2. 0 % 3 1. 5 - 2 1. 1 % 4 2. 9 3 6. 2 %
   D o mi ni c a n R e p. 2 0. 5 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   G u at e m al a 1 4. 9 8. 7 - 4 1. 6 % 1 7. 7 1 0 3. 4 % 2 3. 0 2 9. 9 %
   U nit e d St at e s of A m eri c a 1 6. 4 7. 5 - 5 4. 3 % 9. 9 3 2. 0 % 7. 5 - 2 4. 2 %

A SI A 2 6 1 1. 2 2 7 8 5. 9 6. 7 % 3 1 8 7. 4 1 4. 4 % 2 9 2 8. 1 - 8. 1 %
   C hi n a P. R. 1 1 2. 8 1 1 0. 2 - 2. 3 % 1 0 9. 0 - 1. 1 % 1 1 0. 0 0. 9 %
   I n d o n e si a 2 0 7 0. 0 2 3 0 0. 0 1 1. 1 % 2 7 0 0. 0 1 7. 4 % 2 4 3 0. 0 - 1 0. 0 %
   M y a n m ar 2 2. 2 9. 1 - 5 9. 0 % 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a.
   P hili p pi n e s 3 8 6. 0 3 5 4. 0 - 8. 3 % 3 7 5. 0 5. 9 % 3 8 5. 0 2. 7 %
   T ür ki y e 1 8. 4 9. 5 - 4 8. 4 % 0. 3 - 9 6. 8 % 0. 0 - 1 0 0. 0 %
   Vi et n a m 1. 8 3. 1 7 2. 2 % 3. 1 0. 0 % 3. 1 0. 0 %

E U R O P E 2 5 4. 6 2 4 9. 1 - 2. 2 % 2 4 3. 3 - 2. 3 % 2 4 1. 8 - 0. 6 %
   Al b a ni a 0. 0 0. 0 n. a. 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   Fi nl a n d 4 2. 4 4 3. 8 3. 3 % 4 4. 0 0. 5 % 4 3. 5 - 1. 1 %
   Gr e e c e 0. 0 0. 0 n. a. 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   R u s si a n F e d er ati o n 2 1 0. 0 2 0 5. 0 - 2. 4 % 1 9 9. 0 - 2. 9 % 1 9 8. 0 - 0. 5 %
   S er bi a ( K o s o v o) 1. 9 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   N or w a y 0. 3 0. 3 0. 0 % 0. 3 0. 0 % 0. 3 0. 0 %

O C E A NI A 4 2 3. 4 2 5 5. 5 - 3 9. 7 % 2 4 2. 9 - 4. 9 % 2 6 0. 0 7. 0 %
   A u str ali a 1 4 9. 3 9 9. 1 - 3 3. 6 % 5 2. 2 - 4 7. 3 % 5 0. 0 - 4. 2 %
   N e w C al e d o ni a ( Fr a n c e) 2 3 9. 3 1 1 5. 5 - 5 1. 7 % 1 4 3. 3 2 4. 1 % 1 6 2. 0 1 3. 0 %
   P a p u a N e w G ui n e a 3 3. 6 2 8. 7 - 1 4. 6 % 3 3. 0 1 5. 0 % 3 3. 0 0. 0 %
   S ol o m o n I sl a n d s 1. 2 1 2. 2 9 1 6. 7 % 1 4. 4 1 8. 0 % 1 5. 0 4. 2 %

W O R L D T O T A L 3 7 4 5. 7 3 7 1 4. 4 - 0. 8 % 4 1 3 2. 1 1 1. 2 % 3 9 0 1. 5 - 5. 6 %

Stri ctl y c o nfi d e nti al, c o p y pr ot e ct e d

I N S G NI C K E L P R O D U C TI O N, U S A G E A N D M A R K E T B A L A N C E

NI C K E L MI N E P R O D U C TI O N

I N S G M e eti n g s - A pril 2 0 2 6

不 許 複 製

出 典 ： 国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会 2 0 2 6 年 4 月 総 会 資 料
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D R A F T - P L E A S E D O N O T Q U O T E

i n 1 0 0 0t

2 0 2 3 2 0 2 4 V ari ati o n 2 0 2 5 V ari ati o n 2 0 2 6 V ari ati o n
C O U N T R Y A ct u al  A ct u al 2 0 2 4/ 2 0 2 3  A ct u al 2 0 2 5/ 2 0 2 4  F or e c a st 2 0 2 6/ 2 0 2 5

A F RI C A 7 6. 1 7 2. 8 - 4. 3 % 7 3. 1 0. 4 % 6 3. 2 - 1 3. 5 %
   M a d a g a s c ar 3 6. 0 2 7. 9 - 2 2. 5 % 2 9. 3 5. 0 % 2 1. 0 - 2 8. 3 %
   M or o c c o 0. 2 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 %
   S o ut h Afri c a 3 9. 9 4 4. 7 1 2. 0 % 4 3. 6 - 2. 5 % 4 2. 0 - 3. 7 %

A M E RI C A 2 4 0. 2 2 1 7. 1 - 9. 6 % 2 3 6. 0 8. 7 % 2 3 3. 0 - 1. 3 %
   Br a zil 5 7. 0 5 3. 4 - 6. 3 % 6 5. 6 2 2. 8 % 7 5. 0 1 4. 3 %
   C a n a d a 1 1 3. 0 1 1 0. 5 - 2. 2 % 1 2 4. 9 1 3. 0 % 1 1 0. 0 - 1 1. 9 %
   C ol o m bi a 3 8. 7 4 0. 8 5. 4 % 3 5. 5 - 1 3. 0 % 3 3. 0 - 7. 0 %
   C u b a 1 3. 7 1 2. 4 - 9. 5 % 1 0. 0 - 1 9. 4 % 1 0. 0 0. 0 %
   D o mi ni c a n R e p u bli c 1 7. 8 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   G u at e m al a 0. 0 0. 0 n. a. 0. 0 n. a. 5. 0 n. a.

A SI A 2 6 3 6. 2 2 8 6 5. 6 8. 7 % 3 1 8 5. 1 1 1. 1 % 3 0 3 0. 3 - 4. 9 %
   C hi n a P. R. 1 0 4 5. 0 1 0 8 5. 0 3. 8 % 1 1 4 0. 0 5. 1 % 1 1 0 0. 0 - 3. 5 %
   I n di a 2. 3 2. 5 8. 7 % 2. 4 - 4. 0 % 2. 4 0. 0 %
   I n d o n e si a 1 4 1 0. 0 1 6 1 0. 0 1 4. 2 % 1 8 8 5. 0 1 7. 1 % 1 7 7 0. 0 - 6. 1 %
   J a p a n (*) 1 1 0. 2 1 1 1. 6 1. 3 % 1 1 4. 2 2. 3 % 1 1 2. 4 - 1. 6 %
   K or e a R e p. 4 6. 5 4 7. 0 1. 1 % 4 3. 5 - 7. 4 % 4 5. 5 4. 6 %
   M y a n m ar 2 2. 2 9. 5 - 5 7. 2 % 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a.

E U R O P E 3 2 2. 5 3 2 0. 1 - 0. 7 % 3 1 4. 6 - 1. 7 % 3 1 6. 0 0. 4 %
   E U 2 7 6 4. 9 6 3. 5 - 2. 2 % 6 1. 6 - 3. 0 % 6 0. 8 - 1. 3 %
      A u stri a 0. 8 0. 8 0. 0 % 0. 8 0. 0 % 0. 8 0. 0 %
      C y pr u s 1. 0 1. 0 0. 0 % 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a.
      Fi nl a n d 5 6. 0 5 4. 0 - 3. 6 % 5 9. 0 9. 3 % 6 0. 0 1. 7 %
      Fr a n c e 7. 1 7. 7 8. 5 % 1. 8 - 7 6. 6 % 0. 0 - 1 0 0. 0 %
      Gr e e c e 0. 0 0. 0 n. a. 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   N ort h M a c e d o ni a 3. 9 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   N or w a y 9 5. 0 9 8. 4 3. 6 % 1 0 1. 5 3. 2 % 1 0 0. 0 - 1. 5 %
   R u s si a n F e d er ati o n 1 2 6. 0 1 2 4. 0 - 1. 6 % 1 2 2. 0 - 1. 6 % 1 2 2. 0 0. 0 %
   S er bi a ( K o s o v o) 1. 3 0. 0 - 1 0 0. 0 % 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   U kr ai n e 0. 0 0. 0 n. a. 0. 0 n. a. 0. 0 n. a.
   U nit e d Ki n g d o m 3 1. 4 3 4. 2 8. 9 % 2 9. 5 - 1 3. 7 % 3 3. 2 1 2. 5 %

O C E A NI A 1 6 4. 2 1 1 3. 8 - 3 0. 7 % 7 0. 7 - 3 7. 9 % 7 2. 5 2. 5 %
   A u str ali a 9 2. 3 7 6. 3 - 1 7. 3 % 3 4. 5 - 5 4. 8 % 3 4. 5 0. 0 %
   N e w C al e d o ni a ( Fr a n c e) 7 1. 9 3 7. 5 - 4 7. 8 % 3 6. 2 - 3. 5 % 3 8. 0 5. 0 %

A dj u st m e nt (*) - -  - - - - - - 

W O R L D T O T A L 3 4 3 9. 2 3 5 8 9. 4 4. 4 % 3 8 7 9. 5 8. 1 % 3 7 1 5. 0 - 4. 2 %

(*) A dj u st m e nt n ot a p pli e d i n t h e p eri o d 2 0 2 3 t o 2 0 2 6 ( b ot h 2 0 2 3 a n d 2 0 2 4 ar e e sti m at e d).

I N S G NI C K E L P R O D U C TI O N, U S A G E A N D M A R K E T B A L A N C E

P RI M A R Y NI C K E L P R O D U C TI O N

Stri ctl y c o nfi d e nti al, c o p y pr ot e ct e d

I N S G M e eti n g s - A pril 2 0 2 6
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出 典 ： 国 際 ニ ッ ケ ル 研 究 会 　 2 0 2 6  年 4  月 総 会 資 料

D R A F T - P L E A S E D O N O T Q U O T E

i n 1 0 0 0t

2 0 2 3 2 0 2 4 V ari ati o n 2 0 2 5 V ari ati o n 2 0 2 6 V ari ati o n
C O U N T R Y A ct u al  A ct u al 2 0 2 4/ 2 0 2 3  A ct u al 2 0 2 5/ 2 0 2 4  F or e c a st 2 0 2 6/ 2 0 2 5

A F RI C A 8. 2 1 0. 4 2 6. 8 % 9. 9 - 4. 8 % 1 2. 0 2 1. 2 %
   S o ut h Afri c a 5. 6 7. 6 3 5. 7 % 6. 0 - 2 1. 1 % 6. 0 0. 0 %

M or o c c o 0. 0 0. 0 n. a. 1. 0 n. a. 3. 0 2 0 0. 0 %
   Ot h er 2. 6 2. 8 7. 7 % 2. 9 3. 6 % 3. 0 3. 4 %

A M E RI C A 1 4 2. 0 1 4 5. 0 2. 1 % 1 5 1. 3 4. 3 % 1 5 5. 4 2. 7 %
   Br a zil 1 4. 4 1 5. 8 9. 7 % 1 6. 0 1. 3 % 1 6. 5 3. 1 %
   C a n a d a 7. 0 7. 2 2. 9 % 7. 4 2. 8 % 7. 5 1. 4 %
   M e xi c o 3. 0 3. 2 6. 7 % 3. 2 0. 0 % 3. 3 3. 1 %
   U nit e d St at e s of A m eri c a 1 1 5. 0 1 1 6. 0 0. 9 % 1 2 1. 7 4. 9 % 1 2 5. 0 2. 7 %
   Ot h er 2. 6 2. 8 7. 7 % 3. 0 7. 1 % 3. 1 3. 3 %

A SI A 2 8 2 8. 8 3 0 3 5. 6 7. 3 % 3 1 5 9. 0 4. 1 % 3 3 0 0. 8 4. 5 %
   C hi n a P. R. *) 2 1 1 0. 0 2 2 5 5. 0 6. 9 % 2 3 5 0. 0 4. 2 % 2 4 5 0. 0 4. 3 %
   H o n g K o n g 5. 0 5. 2 4. 0 % 5. 3 1. 9 % 5. 4 1. 9 %
   I n di a 7 6. 0 8 0. 0 5. 3 % 8 7. 5 9. 4 % 9 1. 0 4. 0 %
   I n d o n e si a 3 4 0. 0 3 9 6. 0 1 6. 5 % 4 1 7. 0 5. 3 % 4 6 0. 0 1 0. 3 %
   J a p a n 1 5 0. 4 1 4 6. 2 - 2. 8 % 1 4 4. 7 - 1. 0 % 1 3 7. 2 - 5. 2 %
   K or e a R e p. 8 9. 1 9 1. 2 2. 4 % 9 5. 5 4. 7 % 9 8. 0 2. 6 %
   T ai w a n, C hi n a 3 1. 3 3 4. 2 9. 3 % 3 0. 5 - 1 0. 8 % 3 0. 0 - 1. 6 %
   T h ail a n d 3. 6 3. 7 2. 8 % 3. 8 2. 7 % 3. 9 2. 6 %
   T ür ki y e 3. 0 3. 1 3. 3 % 3. 2 3. 2 % 3. 3 3. 1 %
   Ot h er A si a & Mi d dl e E a st 2 0. 4 2 1. 0 2. 9 % 2 1. 5 2. 4 % 2 2. 0 2. 3 %

E U R O P E 2 8 3. 0 2 7 9. 8 - 1. 1 % 2 7 3. 4 - 2. 3 % 2 7 6. 3 1. 1 %
   E U 2 7 2 3 3. 8 2 3 6. 6 1. 2 % 2 3 3. 8 - 1. 2 % 2 3 5. 7 0. 8 %
      A u stri a 9. 5 9. 7 2. 1 % 9. 9 2. 1 % 9. 9 0. 0 %
      B el gi u m/ L u x e m b o ur g 2 9. 4 3 3. 2 1 2. 9 % 3 2. 8 - 1. 2 % 3 3. 0 0. 6 %
      B ul g ari a 0. 2 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 %
      C z e c hi a 3. 6 3. 9 8. 3 % 3. 9 0. 0 % 3. 9 0. 0 %
      Fi nl a n d 1 6. 5 1 7. 0 3. 0 % 1 6. 1 - 5. 3 % 1 6. 3 1. 2 %
      Fr a n c e 2 3. 6 2 3. 8 0. 8 % 2 4. 4 2. 5 % 2 4. 5 0. 4 %
      G er m a n y 5 0. 0 5 0. 0 0. 0 % 4 9. 5 - 1. 0 % 5 0. 0 1. 0 %
      H u n g ar y 0. 1 0. 1 0. 0 % 0. 1 0. 0 % 0. 1 0. 0 %
      It al y 4 6. 6 4 8. 5 4. 1 % 4 2. 6 - 1 2. 2 % 4 3. 0 0. 9 %
      P ol a n d 3. 1 3. 3 6. 5 % 3. 3 0. 0 % 3. 4 3. 0 %
      R o m a ni a 0. 7 0. 7 0. 0 % 0. 7 0. 0 % 0. 7 0. 0 %
      Sl o v e ni a 3. 0 3. 0 0. 0 % 3. 0 0. 0 % 3. 0 0. 0 %
      S p ai n 2 2. 0 1 6. 1 - 2 6. 8 % 2 0. 8 2 9. 2 % 2 1. 0 1. 0 %
      S w e d e n 2 1. 3 2 3. 0 8. 0 % 2 2. 3 - 3. 0 % 2 2. 5 0. 9 %
      Ot h er E U 4. 2 4. 1 - 2. 4 % 4. 2 2. 4 % 4. 2 0. 0 %
   N or w a y 0. 1 0. 1 0. 0 % 0. 1 0. 0 % 0. 1 0. 0 %
   R u s si a n F e d er ati o n 2 9. 0 2 3. 0 - 2 0. 7 % 2 0. 0 - 1 3. 0 % 2 0. 0 0. 0 %
   S wi z erl a n d 0. 2 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 % 0. 2 0. 0 %
   U kr ai n e 1. 3 1. 4 7. 7 % 1. 3 - 7. 1 % 1. 3 0. 0 %
   U nit e d Ki n g d o m 1 8. 6 1 8. 5 - 0. 5 % 1 8. 0 - 2. 7 % 1 9. 0 5. 6 %

O C E A NI A 2. 5 2. 6 4. 0 % 2. 7 3. 8 % 2. 7 0. 0 %
   A u str ali a 2. 2 2. 3 4. 5 % 2. 4 4. 3 % 2. 4 0. 0 %
   Ot h er O c e a ni a 0. 3 0. 3 0. 0 % 0. 3 0. 0 % 0. 3 0. 0 %

W O R L D T O T A L 3 2 6 4. 5 3 4 7 3. 4 6. 4 % 3 5 9 6. 3 3. 5 % 3 7 4 7. 2 4. 2 %

Stri ctl y c o nfi d e nti al, c o p y pr ot e ct e d

I N S G NI C K E L P R O D U C TI O N, U S A G E A N D M A R K E T B A L A N C E

P RI M A R Y NI C K E L U S A G E 

I N S G M e eti n g s - A pril 2 0 2 6
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D R A F T - P L E A S E D O N O T Q U O T E

i n 1 0 0 0t

2 0 2 3 2 0 2 4 V ari ati o n 2 0 2 5 V ari ati o n 2 0 2 6 V ari ati o n

A ct u al  A ct u al 2 0 2 4/ 2 0 2 3  A ct u al 2 0 2 5/ 2 0 2 4  F or e c a st 2 0 2 6/ 2 0 2 5

P RI M A R Y NI C K E L P R O D U C TI O N 3 4 3 9. 2 3 5 8 9. 4 4. 4 % 3 8 7 9. 5 8. 1 % 3 7 1 5. 0 - 4. 2 %

P RI M A R Y NI C K E L U S A G E 3 2 6 4. 5 3 4 7 3. 4 6. 4 % 3 5 9 6. 3 3. 5 % 3 7 4 7. 2 4. 2 %

W O R L D M A R K E T B A L A N C E 1 7 4. 7 1 1 6. 0 2 8 3. 2 - 3 2. 2

W O R L D M A R K E T B A L A N C E

Stri ctl y c o nfi d e nti al, c o p y pr ot e ct e d

I N S G NI C K E L P R O D U C TI O N, U S A G E A N D M A R K E T B A L A N C E

I N S G M e eti n g s - A pril 2 0 2 6



鉱 山  第 8 4 1 号   2 0 2 6 年 5 月  － 2 7 －  

お 知 ら せ  

2 0 2 6 年 経 済 産 業 省 企 業 活 動 基 本 調 査 に 御 協 力 く だ さ い  

 

経 済 産 業 省 大 臣 官 房 調 査 統 計 グ ル ー プ  構 造 ・ 企 業 統 計 室  

 

経 済 産 業 省 で は 、 我 が 国 企 業 に お け る 経 済 活 動 の 実 態 を 明 ら か に し 、 経 済 産 業 政 策 等 各 種 行 政

施 策 の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 1 9 9 2  年 以 降 「 経 済 産 業 省 企 業 活 動 基 本 調 査 」 （ 基 幹 統

計 調 査 ） を 実 施 し て お り ま す 。 今 般 、 企 業 統 計 の 精 度 向 上 と 報 告 者 負 担 の 軽 減 を 目 的 と し て 、 統

計 調 査 の 廃 止 、 整 理 等 を 行 い 、 「 経 済 産 業 省 企 業 活 動 基 本 調 査 J  に 「 海 外 事 業 活 動 基 本 調 査 」 の

海 外 現 地 法 人 調 査 票 を 統 合 し 、 1  つ の 調 査 と し て 実 施 し ま す 。  

当 該 見 直 し に よ り 、 我 が 国 企 業 の 国 内 と 海 外 の 両 面 で 事 業 活 動 を 一 体 的 に 把 握 す る こ と が 可 能

と な り 、 こ れ ま で も 経 済 産 業 政 策 等 各 種 行 政 施 策 の 策 定 、 業 界 団 体 、 民 間 企 業 に お け る ビ ジ ョ ン

作 成 、 経 営 戦 略 の 策 定 、 研 究 機 関 に お け る 基 礎 資 料 と し て 利 用 さ れ て き ま し た が 、 さ ら な る 利 活

用 が 可 能 と な り ま す 。  

調 査 を お 願 い す る 企 業 の 皆 様 に は 、 調 査 書 類 を  5  月 中 旬 以 降 、 順 次 郵 送 い た し ま す の で 、 御

回 答 を お 願 い い た し ま す 。  

詳 し く は 、 以 下 の  U R L  か ら 、 経 済 産 業 省 企 業 活 動 基 本 調 査 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。  

h t t p s : / / w w w . m e t i . g o . j p / s t a t i s t i c s / t y o / k i k a t u / 2 0 2 6 j i s s i . h t m l  

 

問 合 せ 先 ： 経 済 産 業 省 大 臣 官 房 調 査 統 計 グ ル ー プ  構 造 ・ 企 業 統 計 室  T E L ： 0 3 - 3 5 0 1 - 1 8 3 1  



 

鉱 山  第 8 4 1 号   2 0 2 6 年 5 月  － 2 8 －  

日 本 鉱 業 協 会 の 動 き （ 4  月 ） 
 

日  
総 務 部 ・ 企 画 調 査 部  

鉛 亜 鉛 需 要 開 発 セ ン タ ー  
技  術  部  ・  環  境  保  安  部  

2 日  ・ 一 木 会  ・ 環 境 ・ 安 全 担 当 者 会 議 運 営 委 員 会  

 ・ 月 例 懇 談 会  ・ 日 本 銅 セ ン タ ー 賞 選 考 委 員 会  

 ・ 資 金 専 門 委 員 会   

 ・ 経 済 産 業 統 計 協 会  月 例 会   

3 日  ・ 一 金 会  ・ セ ミ ナ ー 「 日 本 の サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー の 進 化 を 考 え る 」  

7 日  ・ 日 本 鉱 業 協 会  創 立 記 念 式 典   

8 日    ・ 再 資 源 化 部 会  

9 日    ・ 経 済 産 業 省  国 際 標 準 開 発 事 業 （ 戦 略 ） 説 明 会  

1 0 日  ・ 第 1 回 排 出 量 取 引 制 度 説 明 会 （ オ ン ラ イ ン ）  ・ 分 析 部 会  

 ・ 鉄 道 貨 物 協 会  常 任 委 員 会   

1 3 日    ・ 第 2 回 排 出 量 取 引 制 度 説 明 会 （ オ ン ラ イ ン ）  

1 4 日  ・ 経 団 連  幹 事 会   

1 5 日  ・ 亜 鉛 め っ き 普 及 専 門 委 員 会  ・ 鉱 山 保 安 表 彰 実 行 委 員 会  定 時 総 会  

 ・ 海 洋 資 源 ・ 産 業 R T  幹 事 会 （ オ ン ラ イ ン ）  ・ 鉱 山 保 安 推 進 協 議 会  定 時 会 合  

1 6 日  ・ 経 団 連  木 曜 会  ・ エ ネ ル ギ ー 委 員 会  

   ・ 休 廃 止 鉱 山 専 門 委 員 会  

1 7 日  ・ 理 事 会  ・ 第 4 回 排 出 量 取 引 制 度 説 明 会 （ オ ン ラ イ ン ）  

 ・ 八 社 総 務 部 長 会   

2 0 日  ・ ダ イ カ ス ト 用 亜 鉛 合 金 委 員 会  ・ 再 資 源 化 部 会 第 1 回 現 地 勉 強 会 （ ～ 2 2 日 ）  

 ・ 国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 ・ 銅 研 究 会 ・ ニ ッ ケ ル 研 究 会 会 合 （ リ ス ボ ン ～ 2 3 日 ）   

2 1 日  ・ 資 源 ・ 素 材 学 会  第 3 回 理 事 会   

2 2 日  ・ 廿 日 会   

2 3 日  ・ 秋 田 県 知 事 表 敬 訪 問  ・ 経 団 連  環 境 リ ス ク 対 策 部 会  

2 4 日  ・ 二 八 会  ・ （ 一 財 ） 休 廃 止 鉱 山 資 格 認 定 協 会  監 事 監 査  

2 7 日  ・ 鉛 亜 鉛 需 要 開 発 セ ン タ ー 運 営 委 員 会  ・ I S O / T C 1 8 3 国 内 委 員 会  

 ・ 第 8 回 G H G  P r o t o c o l タ ス ク フ ォ ー ス （ オ ン ラ イ ン ）   

2 8 日  ・ 日 本 メ タ ル 経 済 研 究 所 第 2 7 回 定 時 総 会 （ オ ン ラ イ ン ）   
 



鉱 山  第 8 4 1 号   2 0 2 6 年 5 月  － 2 9 －  

【 国 内 関 係 事 項 ： 一 般 】  

［ 1 日 ］  日 仏 両 政 府 は 首 脳 会 談 で 、 重 要 鉱 物 の 調 達

に 関 す る ロ ー ド マ ッ プ の 策 定 に 合 意 し た 。 レ ア ア ー

ス な ど の 確 保 に 向 け て 調 達 先 の 多 角 化 に 共 同 で 取 り

組 む 。 高 市 早 苗 首 相 と マ ク ロ ン 大 統 領 が 発 表 す る 共

同 声 明 に 、 中 国 を 念 頭 に 「 重 要 鉱 物 に 対 す る 輸 出 規

制 は 重 大 な 悪 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る 」 と の 懸 念

を 盛 り 込 む 。  

［ 3 日 ］  総 務 省 は 2 0 2 6 年 度 か ら 世 界 最 大 の 銅 生 産

国 チ リ で 、 主 要 鉱 山 を 光 通 信 技 術 で 結 ぶ 実 証 事 業 を

支 援 す る 。 複 数 の 銅 鉱 山 に あ る デ ー タ セ ン タ ー や 監

視 拠 点 を 大 容 量 通 信 に よ っ て 一 体 運 用 を 可 能 に す る 。

日 本 企 業 が 強 み を 持 つ 光 通 信 技 術 の 実 用 化 を 後 押 し

す る 。  

［ 1 4 日 ］  ダ イ キ ン 、 信 越 化 学 、 日 立 、 東 京 エ コ リ

サ イ ク ル が 、 業 務 用 エ ア コ ン 圧 縮 機 か ら レ ア ア ー ス

磁 石 を 回 収 ・ 再 資 源 化 す る 国 内 初 の 循 環 ス キ ー ム 構

築 に 向 け た 協 創 を 公 表 し た 。  

［ 1 6 日 ］  東 京 電 力 柏 崎 刈 羽 6 号 機 が 1 4 年 ぶ り に 営

業 運 転 を 再 開 し た 。 東 日 本 で は 2 基 目 、 全 国 で は 1 5

基 目 と な る 。  

［ 2 1 日 ］  赤 澤 経 済 産 業 大 臣 は 経 産 省 に お い て 閣 議

後 記 者 会 見 を 実 施 し 、 循 環 経 済 に 関 す る 関 係 閣 僚 会

議 に お い て 「 循 環 経 済 行 動 計 画 」 を 取 り ま と め 、 そ

の 中 核 と し て 、 鉄 ・ ア ル ミ ・ 銅 ・ 永 久 磁 石 と い っ た

ベ ー ス メ タ ル ・ 重 要 物 資 に つ い て 、 2 0 3 0 年 に 向 け た

再 生 材 の 供 給 目 標 を 決 定 し た 「 メ タ ル リ サ イ ク ル 推

進 戦 略 」 を 作 成 し た と 質 疑 に 対 し て 回 答 し た 。  

［ 2 1 日 ］  茂 木 外 務 大 臣 は 2 0 日 、 英 国 の ク ー パ ー 外

相 と 都 内 の 飯 倉 公 館 で 戦 略 対 話 を 開 い た 。 重 要 鉱 物

の サ プ ラ イ チ ェ ー ン （ 供 給 網 ） な ど の 分 野 で 協 力 を

進 め る こ と で 一 致 し た 。 イ タ リ ア と 3 か 国 で 進 め る

次 期 戦 闘 機 開 発 計 画 （ G C A P ） の 加 速 も 示 し 合 わ せ た 。  

［ 2 3 日 ］  エ ネ ル ギ ー ・ 金 属 鉱 物 資 源 機 構 （ J O G M E C ）

は 海 外 の 有 望 な 炭 鉱 を 国 内 企 業 に 代 わ っ て 調 査 す る

事 業 の 要 件 を 緩 和 す る 。 中 東 情 勢 の 緊 迫 で 石 油 以 外

の エ ネ ル ギ ー 源 の 重 要 性 が 増 す 中 、 特 定 国 に 偏 る 石

炭 の 分 散 調 達 を 促 す 。 電 力 会 社 や 商 社 か ら の 提 案 を

受 け 、 J O G M E C が 海 外 の 炭 鉱 運 営 企 業 と 契 約 を 結 ん で

調 査 す る 事 業 が 対 象 と な る 。  

 

【 国 内 関 係 事 項 ： 業 界 】  

［ 1 日 ］  三 菱 マ テ リ ア ル は 3 1 日 、 レ ア ア ー ス の リ

サ イ ク ル を 手 掛 け る 米 国 企 業 に 出 資 す る と 発 表 し た 。

過 去 に も リ サ イ ク ル を 研 究 し た が 採 算 が と れ ず 、 事

業 化 に は 至 ら な か っ た 。 生 産 コ ス ト で 優 位 な 中 国 が

輸 出 規 制 に も 出 る な か 、 出 資 先 の 新 技 術 で 課 題 を 克

服 で き る と み て 再 挑 戦 す る 。  

［ 1 日 ］  古 河 機 械 金 属 は 、 三 井 三 池 製 作 所 の 株 式 を

追 加 で 取 得 し 出 資 比 率 3 4 . 1 ％ と な っ た こ と を 発 表 し

た 。 産 業 機 械 部 門 の 持 続 的 拡 大 並 び に 企 業 価 値 向 上

に 資 す る も の と の 判 断 。  

［ 2 日 ］  J X 金 属 は 、 4 月 2 日 よ り 芦 田 愛 菜 さ ん を 起

用 し た 第 3 弾 の テ レ ビ C M シ リ ー ズ の 放 映 が 開 始 さ れ

た こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 日 ］  三 菱 マ テ リ ア ル は 、 農 林 水 産 省 の 「 食 育 実

践 優 良 法 人 顕 彰 制 度 」 に お い て 「 食 育 実 践 優 良 法 人

2 0 2 6 」 に 認 定 さ れ た こ と を 発 表 し た 。 社 員 の 健 康 管

理 を 重 要 な 経 営 課 題 と 位 置 づ け 、 執 行 役 社 長 を ト ッ

プ と す る 健 康 経 営 推 進 体 制 の も と 様 々 な 取 り 組 み を

展 開 し て い る 。  

［ 6 日 ］  D O W A ホ ー ル デ ィ ン グ ス は 、 子 会 社 の D O W A

エ コ シ ス テ ム と 、 日 本 軽 金 属 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 子

会 社 で あ る 日 本 軽 金 属 が リ チ ウ ム イ オ ン バ ッ テ リ

ー ・ 太 陽 光 パ ネ ル ・ E V モ ー タ ー 等 に お け る 金 属 リ サ

イ ク ル の 共 同 技 術 開 発 及 び 事 業 開 発 を 目 的 と し た 戦

略 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 契 約 を 締 結 し た こ と を 発 表 し

た 。  

［ 7 日 ］  東 邦 亜 鉛 は 、 6 月 開 催 予 定 の 株 主 総 会 で 承

認 さ れ る こ と を 条 件 に 商 号 を 「 東 邦 メ タ リ ク ス 」 と

変 更 す る こ と を 取 締 役 会 で 決 議 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 8 日 ］  住 友 金 属 鉱 山 は 、 フ ィ リ ピ ン の 子 会 社 の

C o r a l  B a y  N i c k e l  C o r p o r a t i o n の 一 部 サ ー バ ー に 第

三 者 の 不 正 ア ク セ ス に よ る ラ ン サ ム ウ ェ ア 感 染 被 害

が 発 生 し た こ と を 発 表 し た 。 直 ち に 該 当 サ ー バ ー の

隔 離 措 置 を 実 施 し た た め 、 操 業 に 影 響 は な く 、 フ ィ

リ ピ ン に お け る 3 拠 点 の 通 信 の 遮 断 を 行 い 、 復 旧 へ

の 対 応 を 進 め て い る 。  

［ 8 日 ］  古 河 機 械 金 属 は 、 子 会 社 で あ る 古 河 ロ ッ ク

ド リ ル と 古 河 ユ ニ ッ ク が ア メ リ カ の ラ ス ベ ガ ス で 開

催 さ れ た 世 界 三 大 建 機 展 の う ち の 一 つ 、

「 C O N E X P O - C O N / A G G  2 0 2 6 」 に 出 展 し た こ と を 発 表 し

た 。  

［ 1 0 日 ］  三 菱 マ テ リ ア ル は 、 経 済 産 業 省 、 東 京 証

券 取 引 所 、 な ら び に 独 立 行 政 法 人 情 報 処 理 推 進 機 構

が 共 同 で 選 定 す る 「 D X 銘 柄 2 0 2 6 」 に お い て 、 4 年 連
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続 「 D X 注 目 企 業 」 に 選 ば れ た こ と を 発 表 し た 。 中 期

経 営 戦 略 に お い て 経 営 基 盤 強 化 の 一 つ と し て デ ジ タ

ル 戦 略 を 位 置 付 け て い る 。  

［ 1 0 日 ］  J X 金 属 の 完 全 子 会 社 で あ る J X  A d v a n c e d  

M e t a l s  U S A ,  I n c . の 米 国 ア リ ゾ ナ 州 メ サ 市 に あ る 半

導 体 材 料 工 場 は 、 国 際 的 な グ リ ー ン ビ ル デ ィ ン グ 認

証 制 度 で あ る 「 L E E D  G O L D ® 」 認 証 を 取 得 し た 。  

［ 1 0 日 ］  古 河 機 械 金 属 は 、 グ ル ー プ で 管 理 し て い

る 休 廃 止 鉱 山 の 足 尾 鉱 山 に お け る 一 部 エ リ ア が 環 境

省 の 「 自 然 共 生 サ イ ト 」 の 認 定 を 受 け た こ と を 発 表

し た 。 今 後 も 、 生 物 多 様 性 の 保 全 に 関 す る 取 り 組 み

を 行 い 、 足 尾 地 域 に お け る 豊 か な 自 然 環 境 の 保 全 に

努 め て い く 。  

［ 1 6 日 ］  古 河 機 械 金 属 は 、 子 会 社 の 古 河 ユ ニ ッ ク

佐 倉 工 場 に お い て 太 陽 光 発 電 設 備 を 導 入 し 稼 働 を 開

始 し た こ と を 発 表 し た 。 年 間 約 6 0 0 t の C O 2 排 出 量 削

減 効 果 を 見 込 ん で お り 、 佐 倉 工 場 の 年 間 消 費 電 力 の

約 2 6 ％ を 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー で 賄 え る 計 算 と な っ た 。  

［ 1 7 日 ］  三 井 金 属 は 、 代 表 取 締 役 社 長 で あ る 池 信

省 爾 が 「 輝 く 女 性 の 活 躍 を 加 速 す る リ ー ダ ー の 会 」

（ 事 務 局 ： 内 閣 府 ） に 参 加 し た こ と を 発 表 し た 。 前

任 者 に 引 き 続 き の 参 加 。  

［ 1 7 日 ］  住 友 金 属 鉱 山 は 、 次 世 代 育 成 支 援 の 一 環

と し て 「 J E E S ・ 住 友 金 属 鉱 山 地 域 貢 献 奨 学 金 」 の 4

期 生 の 募 集 を 開 始 し た こ と を 発 表 し た 。 返 済 不 要 の

給 付 型 奨 学 金 で あ り 、 地 域 の 持 続 的 な 発 展 に 貢 献 す

る 人 材 の 育 成 を 継 続 的 に 支 援 し て い く 。  

［ 1 7 日 ］  三 菱 マ テ リ ア ル は 、 伸 銅 品 事 業 に お け る

生 産 体 制 の 最 適 化 及 び 事 業 成 長 の 加 速 を 目 的 と し て 、

堺 工 場 と 三 宝 製 作 所 を 統 合 し 、 大 阪 製 作 所 を 発 足 さ

せ た こ と を 発 表 し た 。  

［ 1 7 日 ］  三 菱 マ テ リ ア ル は 、 子 会 社 で あ る 三 菱 電

線 工 業 が 熊 谷 事 業 所 に 新 設 し た 「 熊 谷 第 二 工 場 」 の

竣 工 式 を 行 っ た こ と を 発 表 し た 。 2 3 年 4 月 に 竣 工 し

た 熊 谷 第 一 工 場 に 続 き 、 高 付 加 価 値 シ ー ル 製 品 分 野

に お け る 生 産 能 力 拡 充 と 生 産 体 制 高 度 化 を 進 め る 。  

［ 2 0 日 ］  J X 金 属 は 、 グ ル ー プ 会 社 で あ る タ ニ オ ビ

ス ・ ジ ャ パ ン が 、 ニ コ ン が 定 め る 「 ニ コ ン グ リ ー ン

調 達 基 準 」 に 基 づ く 環 境 パ ー ト ナ ー 認 定 を 6 年 連 続

で 受 け た こ と を 発 表 し た 。「 資 源 の 有 効 活 用 」 な ど 環

境 リ ス ク 低 減 の 取 り 組 み が 認 め ら れ た 。  

［ 2 0 日 ］  日 鉄 鉱 業 は 、 米 国 の 子 会 社 N i t t e t s u M i n i n g 

U S A L L C に 増 資 す る こ と 、 ま た N i t t e t s u M i n i n g U S A

を 通 じ て 米 国 法 人 W e d g e t a i l O p e r a t i o n s L L C の 権 益

を 取 得 し て 孫 会 社 と す る こ と を 取 締 役 会 で 決 議 し た

こ と を 発 表 し た 。 さ ら に 、 ア リ ゾ ナ 州 に お け る 銅 探

鉱 案 件 「 O r a c l e  R i d g e 」 プ ロ ジ ェ ク ト へ の 参 入 契 約

も 締 結 し た こ と も 併 せ て 発 表 し た 。 出 資 比 率 は 8 0 ％

で 本 プ ロ ジ ェ ク ト の オ フ テ イ ク 権 は 1 0 0 ％ を 保 有 す

る 。  

［ 2 1 日 ］  古 河 機 械 金 属 は 、 創 業 1 5 0 周 年 記 念 冊 子

『 私 た ち の 背 中 の 物 語 』 を 制 作 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 4 日 ］  三 菱 マ テ リ ア ル は 、 子 会 社 の 米 国 三 菱 マ

テ リ ア ル と 共 同 で 米 国 フ ロ リ ダ 州 オ ー ラ ン ド で 開 催

さ れ る 半 導 体 関 連 学 会 「 E C T C 」 に 併 設 さ れ る 展 示 会

に 出 展 す る こ と を 発 表 し た 。 E C T C は 半 導 体 関 連 を 中

心 と し た パ ッ ケ ー ジ ン グ 、 電 子 部 品 、 マ イ ク ロ エ レ

ク ト ロ ニ ク ス シ ス テ ム 等 幅 広 い 分 野 の 技 術 者 が 一 堂

に 会 し 、 最 先 端 技 術 、 業 界 ・ 市 場 動 向 に 関 す る 情 報

発 信 が 行 わ れ る 世 界 最 大 級 の 国 際 学 会 。  

［ 2 7 日 ］  石 原 産 業 は 、 兵 庫 県 が 推 進 す る 「 企 業 の

森 づ く り 」 事 業 に 関 す る 協 定 を 締 結 し た 「 I S K の 森 」

に て 森 開 き 式 典 を 開 催 し 、 第 1 回 森 づ く り 活 動 を 実

施 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 8 日 ］  J X 金 属 は 、 マ テ リ ア リ テ ィ を 改 定 し た こ

と を 発 表 し た 。 経 済 産 業 省 の 推 進 す る 「 S X （ サ ス テ

ナ ビ リ テ ィ ・ ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ） 」 等 の 考 え

方 を 取 り 入 れ て 検 討 し た 結 果 、 従 来 の 「 E S G 」 と い う

枠 組 み を 再 整 理 し 、 「 事 業 を 通 じ た 価 値 の 提 供 」 「 環

境 ・ 社 会 課 題 へ の 対 応 」「 持 続 的 成 長 を 支 え る 基 盤 の

強 靭 化 」 と い う 3 つ の グ ル ー プ 、 7 つ の マ テ リ ア リ

テ ィ へ と 改 定 し た 。  

［ 2 8 日 ］  住 友 金 属 鉱 山 は 、 S M F L み ら い パ ー ト ナ ー

ズ と 新 居 浜 工 場 に お け る オ ン サ イ ト 型 自 家 消 費 太 陽

光 発 電 サ ー ビ ス の 導 入 に 関 す る 契 約 を 締 結 し 、 運 転

を 開 始 し た こ と を 発 表 し た 。 本 設 備 の 導 入 に よ り 、

約 7 ％ に 相 当 す る 約 2 2 0 万 k W h が 供 給 さ れ る 見 込 み 。  

［ 2 8 日 ］  古 河 機 械 金 属 は 、 子 会 社 の 古 河 ロ ッ ク ド

リ ル が 小 型 油 圧 圧 砕 機 の 大 割 用 新 モ デ ル 「 V x s 1 8 」 の

販 売 を 開 始 し た こ と を 発 表 し た 。 低 騒 音 で 作 業 が 可

能 な ミ ニ シ ョ ベ ル 搭 載 用 小 型 油 圧 圧 砕 機 の 需 要 の 高

ま り に 合 わ せ た 新 商 品 。  

［ 2 8 日 ］  三 井 金 属 は 、 子 会 社 の 神 岡 鉱 業 が T h e Z i n c 

M a r k 認 証 を 取 得 し た こ と を 発 表 し た 。 国 際 亜 鉛 協 会

が 主 導 す る 亜 鉛 産 業 の E S G 基 準 を 満 た し た 責 任 あ る

生 産 体 制 を 認 証 す る 枠 組 み 。  

 

【 海 外 関 係 事 項 ： 一 般 】  

［ 7 日 ］  ト ラ ン プ 米 大 統 領 は 、 イ ラ ン へ の 大 規 模 攻

撃 を 2 週 間 停 止 す る こ と を 発 表 し た 。 そ の 後 、 イ ラ

ン の ア ラ グ チ 外 相 及 び 仲 介 国 で あ る パ キ ス タ ン の シ

ャ リ フ 首 相 も 4 月 8 日 に 米 国 と イ ラ ン が 2 週 間 の 停
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戦 に 合 意 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 0 日 ］  中 東 情 勢 を 巡 り 調 達 リ ス ク が 露 呈 し た 石

油 な ど か ら 石 炭 や バ イ オ 燃 料 に 転 換 す る 動 き が 世 界

で 顕 著 に な っ て い る 。 石 炭 火 力 発 電 の 稼 働 率 を 上 げ

る 日 本 と 同 様 に 、 原 油 輸 入 を 中 東 に 頼 る ア ジ ア で 目

立 つ 。 石 炭 利 用 増 が 長 引 け ば 気 候 変 動 対 策 に 逆 行 す

る 恐 れ が あ る 。  

［ 2 0 日 ］  米 税 関 当 局 は 、 ト ラ ン プ 米 政 権 が I E E P A

（ 国 際 緊 急 経 済 権 限 法 ） を 根 拠 に 徴 収 し た 相 互 関 税

な ど に つ い て 、 企 業 か ら の 返 還 申 請 の 受 け 付 け を 開

始 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 8 日 ］  ア ラ ブ 首 長 国 連 邦 （ U A E ） は 5 月 1 日 付 け

で O P E C （ 石 油 輸 出 国 機 構 ） 及 び O P E C プ ラ ス か ら 脱

退 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 8 日 ］  フ ラ ン ス の フ ォ リ シ エ 貿 易 担 当 相 は レ ア

ア ー ス （ 希 土 類 ） に 関 す る 情 報 を 同 志 国 で 共 有 す る

「 信 頼 国 ク ラ ブ の 設 立 を 提 案 し て い る 」 と 明 ら か に

し た 。 供 給 で 過 半 を 握 る 中 国 の 揺 さ ぶ り に 対 抗 し て

西 側 の 連 携 を 促 す 。  

［ 2 9 日 ］  米 連 邦 準 備 制 度 理 事 会 （ F R B ） は 4 月 2 8

～ 2 9 日 に 開 催 し た 米 連 邦 公 開 市 場 委 員 会 （ F O M C ） に

お い て 、 政 策 金 利 の 据 え 置 き を 決 定 し た こ と を 発 表

し た 。 金 利 の 据 え 置 き は 3 会 合 連 続 。  

 

【 海 外 関 係 事 項 ： 業 界 】  

［ 1 日 ］  K Z （ コ リ ア ・ ジ ン ク 、 韓 国 ） は 、 資 源 ・ エ

ネ ル ギ ー 商 社 ト ラ フ ィ グ ラ （ シ ン ガ ポ ー ル ） 傘 下 の

亜 鉛 生 産 大 手 ニ ル ス タ ー （ ベ ル ギ ー ） か ら 、 米 テ ネ

シ ー 州 の ク ラ ー ク ス ビ ル 亜 鉛 製 錬 所 を 取 得 し た こ と

を 発 表 し た 。  

［ 7 日 ］  オ ー ス ト ラ リ ア の 資 源 大 手 企 業 が 鉄 鉱 石 の

値 決 め で 中 国 か ら 揺 さ ぶ り を 受 け て い る 。 B H P グ ル

ー プ は 中 国 国 有 企 業 か ら 購 入 を 絞 ら れ 、 他 の 豪 資 源

大 手 も 価 格 指 標 の 変 更 を 迫 ら れ た 。 需 要 が 伸 び 悩 み 、

中 国 が 鉄 鉱 石 調 達 を 集 約 し た 影 響 で 、 価 格 交 渉 で 買

い 手 の 立 場 が 強 く な っ て い る 。  

［ 7 日 ］  パ ナ マ 政 府 は 、 フ ァ ー ス ト ・ ク ォ ン タ ム ・

ミ ネ ラ ル ズ （ 加 ） に 対 し て 、 コ ブ レ ・ パ ナ マ 銅 鉱 山

に 保 管 さ れ て い る 銅 鉱 石 の 選 鉱 と 輸 出 を 許 可 し た こ

と を 発 表 し た 。  

［ 9 日 ］  ニ ッ ケ ル ・ イ ン ダ ス ト リ ー ズ （ 豪 ） は 、 死

亡 事 故 の 発 生 に よ り 3 月 2 5 日 か ら 操 業 を 停 止 し て い

た ヘ ン ジ ャ ヤ ・ ニ ッ ケ ル 鉱 山 （ イ ン ド ネ シ ア ） に つ

い て 、 操 業 を 再 開 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 9 日 ］  U S A レ ア ア ー ス （ 米 ） は 、 レ ア ア ー ス 生 産

会 社 で あ る カ レ ス タ ー （ 仏 ） の 株 式 1 2 . 5 ％ を 4 , 0 0 0

万 ユ ー ロ （ 4 , 7 0 0 万 米 ド ル ） で 取 得 す る こ と を 発 表

し た 。  

［ 1 0 日 ］  米 通 信 社 ブ ル ー ム バ ー グ の 4 月 1 0 日 付 け

報 道 に よ る と 、 中 東 情 勢 の 悪 化 を 受 け た 供 給 懸 念 に

伴 い 中 国 当 局 は 5 月 か ら 硫 酸 の 輸 出 を 禁 止 す る 。  

［ 2 0 日 ］  U S A レ ア ア ー ス （ 米 ） は 、 ブ ラ ジ ル の レ ア

ア ー ス 生 産 会 社 で あ る セ ラ ・ ヴ ェ ル デ を 2 8 億 米 ド ル

で 買 収 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 3 日 ］  フ リ ー ポ ー ト ・ マ ク モ ラ ン （ 米 ） は 、 2 0 2 5

年 9 月 の 土 砂 流 入 事 故 に よ り 操 業 を 縮 小 し て い る イ

ン ド ネ シ ア 東 部 ニ ュ ー ギ ニ ア 島 の グ ラ ス ベ ル グ 銅 鉱

山 に つ い て 、 復 旧 計 画 の 遅 れ と 2 0 2 6 年 生 産 量 見 通 し

の 下 方 修 正 を 発 表 し た 。  

［ 2 3 日 ］  オ ー ス ト ラ リ ア の 資 源 大 手 B H P グ ル ー プ

は 2 2 日 、 鉄 鉱 石 の 供 給 契 約 を 巡 り 、 中 国 政 府 系 商 社

の 中 国 鉱 産 資 源 集 団 （ C M R G ） と の 交 渉 が 妥 結 し た と

発 表 し た 。 契 約 は 2 7 年 6 月 ま で で 、 内 容 は 非 公 表 と

し て い る 。  
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関 係 法 令 情 報 （ 官 報 ）  

 

【 政 令 】  

［ 2 4 日 ］  労 働 組 合 法 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令  

 内 閣 は 、 民 事 訴 訟 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 い 、 組 合 法 第 二 十 七 条 の 十 四 第 八 項 の 規 定

に 基 づ き 、 こ の 政 令 を 制 定 す る 。  政 令 第 百 四 十 六 号  

 

【 規 則 】  

［ 2 4 日 ］  労 働 組 合 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 労 働 委 員 会 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 定 め る 。  

   中 央 労 働 委 員 会 規 則 第 一 号  

 

【 省 令 】  

［ 1 7 日 ］  化 学 物 質 の 審 査 及 び 製 造 等 の 規 制 に 関 す る 法 律 施 行 令 第 一 条 第 一 項 第 三 十 七 号 の 規 定 に 基 づ き 化 学

物 質 を 定 め る 省 令 に 掲 げ る 化 学 物 質 を 定 め る 。  厚 生 労 働 省 、 環 境 省 、 経 済 産 業 省 令 第 三 号  

［ 2 8 日 ］  労 働 基 準 法 並 び に 労 働 安 全 衛 生 法 の 規 定 に 基 づ き 、 労 働 安 全 衛 生 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 を 定

め る 。  厚 生 労 働 省 令 第 八 十 九 号  

 

【 告 示 】  

［ 1 日 ］  化 学 物 質 の 審 査 及 び 製 造 等 の 規 制 に 関 す る 法 律 第 二 条 五 項 の 規 定 に 基 づ き 次 に 掲 げ る 化 学 物 質 を 優

先 評 価 化 学 物 質 と し て 指 定 し た の で 、 同 条 九 項 の 規 定 に 基 づ き そ の 名 称 を 公 示 す る 。  

   厚 生 労 働 省 、 環 境 省 、 経 済 産 業 省 告 示 第 四 号  

 

以  上  
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（ 鉱 物 標 本 の 展 示  ご 案 内 ）  

 一 般 財 団 法 人  日 本 鉱 業 振 興 会 で は 、 貴 重 な 国 内 の 代 表 的 な 金 属 鉱
山 の 鉱 物 標 本 を 、 榮 葉 ビ ル 6 階 展 示 コ ー ナ ー （ 神 田 錦 町 ） 及 び 科 学 技
術 館 4 階 “ M e t a l  F a c t o r y ” に 展 示 し 、 広 く 一 般 に 鉱 物 に つ い て の 知
識 の 普 及 に 努 め て い ま す 。  
 鉱 物 の 知 識 ・ 性 状 や 歴 史 を 知 る う え で 、 非 常 に 有 益 な も の で す 。  
 是 非 、 御 覧 に な り 参 考 に し て 下 さ い 。  

 問 合 せ ： （ 一 財 ） 日 本 鉱 業 振 興 会  E - m a i l  k o z a n @ k o g y o - k y o k a i . g r . j p  
     T e l  0 3 - 5 2 8 0 - 2 3 4 1   F a x  0 3 - 5 2 8 0 - 7 1 2 8  

発  行  令 和 8 年 5 月 2 5 日  
発 行 所  （ 一 財 ） 日 本 鉱 業 振 興 会  

〒 1 0 1 - 0 0 5 4  
東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 3 丁 目 1 7 番 地 1 1  
                榮 葉 ビ ル 8 階  
電 話   0 3 - 5 2 8 0 - 2 3 4 1  
F A X   0 3 - 5 2 8 0 - 7 1 2 8  

 

第 7 9 巻 第 4 号 （ 通 巻 第 8 4 1 号 ）  

発 行 人  松 本  克 久   編 集 人  大 川 広 三   印 刷 所  日 本 印 刷 ㈱  

鉱   山  


	表紙
	目次
	国際情報 2026 年国際非鉄研究会春季総会参加報告
	2026 年国際鉛亜鉛研究会春季総会参加報告
	国際銅研究会（ICSG）2026 年4 月プレスリリース
	国際鉛亜鉛研究会（ILZSG）2026 年4 月プレスリリース
	国際ニッケル研究会（INSG）2026 年4 月プレスリリース
	お知らせ 2026 年経済産業省企業活動基本調査に御協力ください
	★日本鉱業協会の動き
	★主な出来事
	★関係法令情報

